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序

平田本郷遺跡は松本市南部の芳川地区に位置します。平成4年 度 には初 めての発掘調査

が行われ、奈良 ・平安時代の大規模な集落吐をともなう重要な遺跡であることが判 りまし

た。

ところが、このたび一帯に土地区画整理事業が計画されたため、松本市では平田西土地

区画整理組合から発掘調査の委託を受け、埋:蔵文化財 を記録す る目的で緊急発掘調査を実

施することになりました。

発掘調査は市教育委員会によって、平成9年12月 か ら翌10年3月 にかけて行われました。

折か らの寒風の中、百年ぶ りという大雪で発掘作業は困難を極めましたが、参加者、関係

者の皆様のご尽力により無事終了することができました。発掘の結果、平安時代後半のム

ラの跡を発見し、貴重な遺物を多数得ることができました。これらは、今後地域の歴史解

明に大変役立つ資料になることと思われます。

しかしながら、開発事業に先立って行われる発掘調査は、記録保存という遺跡の破壊を

前提 とする側面があることも事実です。開発により私たちの生活が豊かになる一方、それ

にともない歴史遺産が失われてしまうことは残念なことですが、発掘調査により当時の生

活が明らかとなり、私たちの郷土松本が歩んできた歴史が一っずつでも解 き明かされるこ

とは大変貴重なことだと考えます。

最後になりましたが、発掘調査に多大なご理解 とご協力をいただいた松本市平田西土地

区画整理組合の皆様、地元関係者の皆様、そして、発掘調査をご助力いただいた参加者の

皆様に厚 くお礼申し上げます。

平成11年3月

松本市教育委員会 教育長 竹 淵 公 章



例 言

1本 書 は長野県松本市大字芳川平 田129番 地他 に所在 する平田本郷遺跡(ひ らた一ほんこう一いせ き)の 第

3次 発掘調査報告書であ る。

2本 調査 は、松本市平田西土地 区画整理事業 に先立 ち、松本市平田西土地 区画整理組合 と松本市が発掘調

査委託契約 を締結 し、それに基 いて松本市教育委員会が実施 した。

3本 調査 は、平成9年12月11日 か ら平成10年3月24日 にか けて行 った。 また、本書作成 のための整理作業

は平成9年12月11日 か ら平成11年2月28日 の間 に行 った。

4本 遺跡 は平成4年 度及 び5年 度 に第1次 、第2次 の発掘調査が行 われているため、今 回を第3次 調査 と

し、遺構番号 は先 の調査 の連番 とした。

5本 書 の執筆分担 は以下 の とお りである。

1章:事 務局

II章1節:太 田守夫、同II節:直 井雅 尚

III章1節:長 畦和正、同II節:荒 木龍、直井雅 尚、 同III節1・3～5:直 井雅 尚、2:荒 木 龍

IV章1節:森 義直、同II節:パ リノサーベイ株式会社

V章:直 井雅 尚

6本 書作成 にあたっての作業分担 は以下 の とお りである。

遺物洗浄:百 瀬二三子、洞沢文江

遺物整理 ・復元:五 十嵐 周子、 内沢紀代子、林 和子、洞沢文江

土器 陶磁器実測 ・トレース:松 尾明恵、竹平悦子、洞沢文江、横 山真理

鉄器鉄製 品実測 ・トレース:洞 沢文江

石器 実測 ・トレース:太 田圭郁

遺構 図整理 ・トレース:百 瀬秀俊、松尾明恵、石合英子、開嶋八重子、竹平悦子、横 山真理

写真撮影(現 場写真):長 橋重幸、荒木 龍 、長畦和正、村 田昇司

(遺物写真):横 山和明

(航空写真):エ アーテ ック

編 集:田 多井用章、荒木 龍、直井雅尚

7本 文中及 び挿 図 ・図版 中で は遺構名 ・番号について以下の ような省略 を行 ってい る。

第●号住居吐 → ●住、第 ●号建物吐 → 建●、第●号竪穴状遺構 → 竪●

第●号土坑 → 土●、 第 ●号溝吐 → 溝 ●

8土 器 ・陶磁器 の実測図 において断面図の 白抜 きは土師器 、ス ミ塗 りは須恵器 ・陶器 ・磁器 を示 す。

9本 調査 お よび整理作業 において次 の方々か らご教示、 ご協力 を得た。記 して謝意 を表す る。

太田守夫、 白沢勝彦、関沢聡、原明芳、樋 口昇一、山越正義、長野県立歴史館、

10本 調査 で出土 した遺物 お よび作成測量図 ・実測図類:はすべて松本市教育委員会 が保管 し、松本市立考古

博物館(長 野 県松本市中山3738-1、Te10263-86-4710)で 収蔵 している。
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纒灘 講 籔麟綴 購

1調 査に至る経緯

松本市芳川平田129番 地一帯に、松本市平田西土地区画整理組合によって土地区画整理事業が計画 された。

この場所は、北部 に隣接 して周知の埋蔵文化財包:蔵地平田本郷遺跡があ り、当該遺跡では過去2回 にわたっ

て発掘調査が行われ、多数の遺構、遺物が発見 されているところでもあった。そこで、松本市教育委員会で

は平田本郷遺跡が同事業予定地 まで広がっている場合を懸念し、同組合の協力を得て平成9年10月27日 か ら

試掘調査を実施 した。その結果、平安時代の遺構 と遺物が確認され、平田本郷遺跡が同事業予定地 まで及ぶ

ことが明 らかになった。同組合 と市教育委員会では事業予定地内の埋:蔵文化財について保護方法を協議した

結果、緊急発掘調査を実施 して記録保存を図ることとなった。

発掘調査の実施 にあたっては、同組合から松本市が委託を受け、市教育委員会が発掘調査、整理、及び調

査報告書の刊行等の業務を行 うこととし、平成9年12年10日 に委託契約を締結、翌11日 より発掘調査にとり

かかった。厳冬期であったため発掘調査は難渋 したが、平成10年3月24日 をもって現場作業は終了した。

整理、調査報告書刊行については平成10年5月14日 付で前年度同様に委託契約を締結 して作業 に入 り、翌

平成11年3月25日 をもって終了した。

2調 査体制

調 査 団 長

調査担当者

調 査 員

協 力 者

守屋立秋(松 本市教育長)

直井雅 尚、長橋 重幸 、高桑俊雄、長畦和正、村 田昇司、荒木 龍(文 化課文化財担 当)

太 田守夫、松尾明恵、森 義直

青木雅志、浅井信興、浅輪敬二、荒井留美子、飯田三男、五十嵐周子、石合英子、

石井脩二、市場茂男 、今井太成、入山正男、上兼昭一 、臼井秀明、内沢紀代子、

大月八十喜、岡村行夫、開嶋八重子 、上條信彦、上條道代、神田栄 次、清沢智恵、

久保 田登子、河野清司、小松正子、斎藤政雄、鈴木幸子、鷲見昇司、高橋昭雄 、

高橋 登喜雄、竹平 悦子、 田中___.雄、鶴川 登、寺 嶋 実、中上昇.__.、中村恵子 、

中村地香子、中村安雄、中山 自子 、林 和子、林 武佐、福 島 勝、藤井道明、

藤本利子、布野行雄、布山 洋、洞沢文江、丸 山喜和子、丸 山恵子、道浦久美子、

宮坂ふみ、宮田美智子、村山牧枝、百瀬二三子 、百瀬二三子 、百瀬義友、矢崎寛子、

山崎照友、横 山 清、横 山真理 、吉 田 勝、米 山禎興

事 務 局

平成9年 度:松 本市教育委員会文化課

木下雅文(課 長)、熊谷康治(課 長補佐)、村田正幸(文 化財担当係長)、

近藤潔、田多井用章、川上真澄(文 化財担当)

平成10年 度:松 本市教育委員会文化課

木下雅文(文 化課長)、熊谷康治(文 化課長補佐)、村田正幸(文 化財担当係長)

久保田剛、近藤潔、上條 まゆみ(文 化財担当)

1



第1図 遺跡の位置
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灘灘 難i雛耀1環i難i

1節 遺跡の立地 と地形 ・地質

1位 置 と地形

本調査地は松本市大字芳川平田(現 在は新住居表示が行われ 「平田西2丁 目」)と大字芳川村井町・大字芳

川小屋の境界附近の平田地籍に位置し、東 はJR篠 ノ井線に、南は北原町に接 している。一帯 は以前 は水田で

あったが、構造改善事業が行われ水田ほ場 と住居区とになりつつある。

地形上 は西方を北流する奈良井川のはん濫原に属し、その扇状地性沖積堆積物で構成 されている。周辺の

平田本郷遺跡第1・2次 調査地点(北 北西500m:平 成4・6年 発掘)、小原遺跡第1～3次(南800m:平 成1・4年

発掘)と は同じはん濫原や地形面に属するが、東方を北流する田川の沖積堆積物に接することは、小原遺跡

と共通 している。調査地 と奈良井及び田川の現河床及び最 も近いはん濫口までの距離 はそれぞれ奈良井川

1300m・1700m(西 及び南西)、田川600m・1500m(東 及び南東)で 多分に田川寄 りに位置するが、前者の影

響の方が大 きい。地形面は平坦で、東北東へゆるく傾き、平均傾斜8/1000、 約0.5度 を示す。広い奈良井川 と

田川の複合扇状地の扇央に当たるため、地下水は低い。 このため用水は小河流やせぎに頼っていた。

調査地周辺の扇状地性堆積物は砂礫の多い部分 と厚い土層から構成されている。砂礫 は中 ・古生層系統の

砂岩 ・硬砂岩 を主 とし、粘板岩 ・チャー トを混えている。調査地は土層が発達 し、古 くから水田 として開発

されていた。また南に接する北原町.__.帯は、砂礫層の発達 した場所である。

2遺 跡の堆積層 と流れ

発掘地 は、南北 に通ず る市道 を挟 んで東側(JR篠 ノ井線沿い)をA地 区、西側 をB地 区に分 けてい る。発掘

により観察で きた堆積層 の厚 さ(深 さ)は60～130cmで あ る。第2図 はA・B地 区の地層 の断面 を表 した もの

である。 この図か らもみ られ るように、堆積 は上層(地 下60cmく らいまで)と 下層に分 け られ、 その状況 に

違 いが ある。すなわち、上層 は表土(耕 土:厚 さ地表か ら30cm前 後)と 、これに続 く赤褐色 を帯びた土層(20～30
　

cm)か らなる。表土 は灰黒色の壌土で、すでに水田耕地 として一様化され、下部の赤褐色土層は、鉄分の沈

着層や斑鉄層である。

下層は発掘により検出された遺跡面 を上面 とした層に当たる。粗さんな暗褐色土層 と灰褐～灰黒土層の重

なりで、最下部に茶色の土層が現われるところもある。深さ80cm附 近から、砂礫や砂礫層 と介在 し堆積が複

雑 になっている。各地区で違いが現れ、微地形的な変化が多い。砂礫 は粗砂 ・細礫 ・中礫 に大礫 を混 じえ、

層状 ・面状あるいは流れの状態に広がっている。これら砂礫の堆積の方向はN30.～60.E(北 東)を 示 し、扇

状地のはん濫の方向に一致する。土層 と砂礫層は介在することが多 く、土層の深さが130cmを 越える場所 もあ

る。発掘された竪穴住居吐、掘立柱建物吐や溝及び流れの跡 は、 この土層 と砂礫層を掘 り広げて存在 し、壁

や下底に多 くの礫面を露出している。

次に各地区の状態 と特徴を述べる。

①A地 区

上層を除去 した発掘面の地表は、両地区 とも砂礫の分布が目立つ。特にA地 区は、発見された竪穴住居±IEの

大半が集中しているため多量の砂礫の分布が観察できた。 この複雑な分布の中にも3条 の砂礫層の流れ と、

その方向(N60.E)を 示す堆積が認められ、また砂礫の堆積の間にはそれぞれ土層が介在していた。竪穴住居

tiEは砂礫 と土層の双方へ切 り込んだ形で発掘されている。 この流れの方向はB地 区の東半部(上 流)へ 連続

3



し、同様 の堆積 を広 げてい る。第2図 の(2)・(3)はいずれ も基本土層 と考 えられる もので、下層 は厚 い砂礫層 、

または灰黒色土層か らなっている。砂礫層 は上下二層か らな り、 その間に土層 を挟 む。土 ・砂 ・礫 の混 りの

層で、礫種 は砂岩 ・硬砂岩 ・チャー トで、礫径 は25×15・25×10cmを 最大 とす る巨 ・大 ・中 ・細礫 の混成 で

ある。

次 に、東壁 に沿 って浅い溝(溝11)が 発見 され ている。前記の砂礫層 の流れ とは異な った、南北性 の蛇行

を示 す。深 さ10cm、 幅60～190cm、 礫 は砂岩 ・硬砂岩 ・粘板 岩の細礫(2×4・1×2cm)を 中心 とし中礫 を含

む。土石 とも鉄分 に汚染 され、 田川水 系の堆積状況 を示す。上流 にあた る南方 の小原遺跡 における堆積状況

の延長が、当然観察 されて もよい場所 であ るが、今 回は これ以上 の資料 は得 られ なか った。

②B地 区

B地 区 は東西お よそ85m、 南北40～50mの 面積 を もち、東北東(N600E)へ ゆ るやか に傾 く地形 であ るが、

発掘面で見 る とそれぞれ特徴 を もった東部 ・中央部 ・西部 に分 けられる。す なわち、東部 はA地 区に続 く砂礫

層(N600E)の 発達が著 し く、中央部 は幅2mを 越 えて北 流(N30.E)す る溝13の 流路 と、 この流路 を切 って

北へ直進 あるい は曲流 する3条 の溝(溝15～17)が 発見 され、様相 が一一・変 してい る。西部 は中央部 と堆積 層

の状態が同 じであ るが、幅2.5m・ 中細礫 を中心 に した2条 の流れ(自 然流路 として捉 え遺構番号 は付 してい

ない)が 目立 ってい る。第2図(4)～(7)はB地 区の壁 と中央 の地層 の断面 を示 した もので、(4)は東部 の砂礫 層、

(5)・(6)はその介在土層 である。

遺構確認面

(1)A地 区東壁

灰色土

(灰黒色土)

赤褐色土

(鉄分含)

暗褐色土

(2)A地 区北東隅

基本土層

灰色土

(灰黒色土)

赤褐色土

(鉄分含)

暗褐色土

砂礫層

暗褐色土

(3)A地 区 西壁

基本土層

灰色土

(灰黒色土)

赤褐色土

(鉄分含)

暗褐色土

灰黒色土

土、砂礫層

遺構確認面

(4)B地 区 南壁 (5)B地 区南東壁

灰色土

(灰黒色土)

赤褐色土

(鉄分含)

暗褐色土

(鉄分含、
粗さん)80

礫混 り土

礫層
灰褐色土

灰色土

(灰黒色土)

赤褐色土

(鉄分含)

暗褐色土

(鉄分含)

灰褐色土

(灰黒色土)

(6)B地 区北壁

集石帯の北

灰色土

(灰黒色土)

赤褐色土

明るい色
JO

(鉄分含)

灰黒色土

暗褐色土

.(鉄分含)

茶色粘土

(7)B地 区中央流れ

灰色土

(灰黒色土)

赤褐色土

(鉄分含)

暗褐色土

(鉄分含、粗さん)

灰黒色土

流れの底

土 ・砂礫層

第2図 土層柱状図
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中央部で は東部 の砂礫層 の卓越 に対 し、基底 の土層 を浸食 した溝13の 流路(深 さ50cm・幅平均2.7m、 北北

東 へ向か う凹地)が 目立 っ。 この溝13の 流路 は発掘地 の北壁近 くで真東へ向 うもの と北北東へ向 うものの2

本 に分岐す る。そして、真東へ向 うもの(溝13)は 川幅 を4.6mま で広 げ、約20mほ ど進んで北壁 へ消 え る(N30.

E)。 この流路底 の土砂 ・細礫 には、鉄 分 に汚染 され た部 分が あ り、9世 紀後半 ころの遺物 出土 が認 め られ

る。上部 の3条 の溝状地形(溝14～16)は 深 さ10～20cm・ 幅60～70cm、 前者 に比 べ規模 の小 さい ものであ る。

この中の2条(溝15・16)が 下層 の溝13の 流路 を切 ってい るため、次 の階 の形成 である ことが明 らかであ る。

下部 と上部 の溝の比 高 は10～20cmで ある。

③B地 区東壁沿 いの集石帯 と溝状 凹地形(溝12)に つ いて

集石帯 集石帯 の状況 は、南北約25m・ 幅1m・ 厚 さ40cm、 巨礫 ・大礫i(礫 種:砂 岩 ・チ ャー ト、礫径36×

20×20～19×16cm)を 集 めて並べた もので、下部 は自然堆積 の砂礫 層(礫 種:砂 岩 ・チャー ト、礫 径20×10・

15×10cm中 ・細礫i)に 移 る。集石帯 の北側 は切 れて一般 の堆積 に変 わる。南側 は竪穴住居肚(118住:11世 紀)

に切 られ、 その延 長 は介在層 の厚 い土層 になる。東側 は調査 区東壁内 に移 り、 中央で東壁 か ら延 びて きた竪

穴住居肚(119住:11世 紀)に 集石帯 が切 られた場所が ある。西側 は集石帯 に沿 う溝状 の凹地(溝12)に 接 し

ている。

溝状の凹地形(溝12)集 石帯 と同様 上層(60～80cm)下 に発見 された もので、南北性 ・幅7m・ 深 さ

110～130cm・ 溝 の辺 りの傾斜30.で 、 ゆるやかな鍋底状 の静水性 堆積 を重 ねている。堆積層 は下部 か ら茶色 、

暗褐色 の粘質土で ある。 また この堆積層 の表面か らは中央 を北へ向 う小 さな流れ(わ ずかに蛇行 性 を有す)

がみつか ってお り、幅60～100cm・ 深 さ30～60cm、 椀状 の地形 と堆積(細 礫混 りの粗砂、上部 は新鮮な砂礫)

を示す。凹地形 の南側 は竪穴住居吐(118住)に よって切 られ、 その延長 は厚 い灰褐～灰黒色土層 に変わ る(第

2図(5))。 北側 は第2図(6)に 見 るように連続す る可能性があ る。西側 は各地 区で発達 する扇状地性 堆積層 に接

す る。 さて、 この溝…状 の凹地形(溝12)は 、成 因が自然流 あるい は用水 とみ ると、B地 区中央 の流路(溝i13)

の時階 に相 当す る可能性が高 い。人工物 とみ ると、集石帯 ・凹地形 ・西側 の堆積層 の三者 に関連 が考 え られ

る。集石帯 の目的 は現在推定 の域 を出ないが、地塁 または堤防 とすれ ば、凹地形 は集石帯の前面 に造 られ た

溝地形で あ り、材料 の石 の供給場所 とも考 えられ る。

3地 形の形成 と遺構

これまで述べてきた堆積層や流れ、溝(流路)、竪穴住居吐から考察できる調査地内の地形の形成順は次の

とおりである。

)

)

-
⊥

∩∠

)

)

00

4

基底(下 部)砂 礫i層と土層の堆積(地 下120cm前 後)

B地 区中央の基底層を浸食 してできた溝13の 流れ(広 い溝)

集石帯 と溝状の凹地

上部砂礫層と土層の堆積(地 下80cm前 後)

3条 の狭い溝の出現。竪穴住居肚の出現?
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II節 遺跡の歴史的環境

1周 辺遺跡

第3図 に示す、平田本郷遺 跡の周辺 の遺跡 は、西 の奈良井川、東 の田川 に画 されて、大 きく4ブ ロックに

分 けることがで きる。第1の ブロ ックは奈良井川西岸の段丘上 に南北 に連 なる遺跡群(第3図19～26)で 、

現在 の島立 ・笹賀 ・神林地 区 にあた る。第2の ブロックは田川東岸の段丘 や微 高地上 に点在 する遺跡(同 図

7・10・12・15)で 、現在 の寿地 区にあたる。第3の ブロックは奈良井川、田川間の地域で、 しか も本遺跡 を

南限 とす るま とま り(同 図1・3・4・6・8)で ある。現在 のJR南 松本駅 周辺 か ら芳川平田地 区に及ぶ。最後 の

第4の ブロックが本遺跡 を北 限 とす る、奈良井川、田川間 の諸遺跡(同 図13・14・16～18)で 、芳川地 区か

ら___.部は塩尻市吉田地 区に広 がっている。

第1の ブロックは集落 の初源 を7世 紀末か ら8世 紀 に もつ。 まれに、下層 に縄文中期～後期(20:南 栗、

25:上 二子)が 存在 す るもの もあるが、遺跡 の継続性 はまった くない。 この第1ブ ロック____.帯は現在 で こそ

水 田地帯 にな ってい るが、古墳時代後期 まで は段丘上 の水利 の不便 さか ら本格的 な開発が行われなかった と

考 えられ る。7世 紀後半 になって、 自然流の改修管理(も しかす ると大規模 な人為 導水 を含む)に よって水

利 問題が解消 し、爆発 的な開発が始 まってい る。

第2の ブロックは、初源が弥生時代中期後半(15:百 瀬)な い しは後期(7:竹 淵南原、10:竹 淵)ま で

遡 り、 その後 も古墳時代か ら平安 ・中世 にかけて断続的 に集落:が立地す る。田川 は右岸(東 岸)に 安定 した

小規模 な段丘 や微 高地 を形成 してお り、川沿 いには低湿地 を発達 させてい る。 これ らの恵 まれ た自然条件 に

より古 くか ら安定 した居住域で あった と推定 で き、百瀬遺跡 の第2次 調査(平 成4年)で は縄文時代 早期押

型紋期の土坑 が調査 され ている。ただ し、近世以降 にな ると田川の さらに東側 を北流する牛伏川が氾濫 を繰

り返 して は田川 に切れ込 み、 田川東岸 の遺跡地帯 を大 き く破壊 してい る。現在確認 されている遺跡 はこの氾

濫 の直撃 を免 れた もので ある。

第3の ブロ ックは松本市内で は珍 しい沖積地状 の平坦地 に展開す る遺跡群で ある。集落の初源 は弥生時代

中期 に遡 り、以後 は古墳時代か ら平安時代 まで重厚 に遺構が分布 す る。平地 に立地 する古墳時代中期～後期

の古墳(C:平 田里1～3号 古墳)も 発見 ・調査 されている。 また、本 ブロ ックの東 方約1.5kmの 丘陵突端 には

前期 の前方後方墳で ある弘法山古墳が築かれてお り、本 ブロックがその造営集 団の主力 と目されてい る。 こ

の一帯 の北部 には湧水帯 がひ ろが り、 田川左岸 に も低地帯が延 びてお り、 これ らを生産地 として弥 生時代 か

ら継続 して有力 な集落 が営 まれ、古墳築造 にまで至 った と推定 され る。

第4の ブロ ックで は集落 の進 出は8世 紀代 が中心で、他のブロ ックに比 べて遅 い。その最大の原 因 は水利

の悪 さにあ り、最 も遅 れて開発が始 まった地帯 といえよう。 しか し、9世 紀以降 は拠点的 な集落(13:小 原、

18:吉 田川西な ど)が 立地 し、 中世 にか けて もか な り繁栄 した(小 原 と塩尻市若宮で備蓄銭の発見が ある)

と推測で きる。

本遺跡 は上記第3ブ ロ ック と第4ブ ロックの中間 に位置す るが、内容 で も中間的 といえる。本遺 跡範囲内

北部 の平成8年 度試掘調査地で は古墳 時代 中期土器 の多量 出土 をみてお り、時期 的に第3ブ ロ ックの縁辺部

と捉 え られ る。一 方で、今 回調査 は11世 紀代 を中心 としてお り、第4ブ ロックのあ り方につなが る。 また、

平成4年 度 の発掘調査地点 は本遺跡 内で はか な り北寄 りだが、8世 紀初頭か ら11世 紀初頭 の間 に属 す る多数

の遺構が検 出 され、 いずれ のブロックの延長か今後 の課題 となっている。

2平 田本郷遺跡の過去の調査

平田本郷遺跡では今回の発掘調査以前に何度か発掘調査や試掘 ・確認調査が行われ、成果を挙げている。
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第3図 周辺遺跡
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ここで は、 それ らにつ いて詳 し く触 れ、今 回の調査成果 を理解す る一助 としたい。

① 発掘調査

本格 的な発掘調査 は平成4年 度(第1次 調査)と6年 度(第2次 調査)の2回 行 われてお り、 いずれ も調

査報告書が刊行 されてい る。

平成4年 度 発掘調査 は県営 ほ場整備事業 に伴 うもので、平成4年11月9日 か ら翌5年3月24日 にか け

て実施 され た。調査地点 は平田神社西側.__.帯にあた り、平 田本郷遺跡 の中で は北寄 りに位置す る。調査面積

は6,500㎡ 、発見 された遺構 は竪穴住居吐94、 掘立柱建物肚6、 土坑43、 溝10、 ピッ ト328を 数 える。土坑 の

中 には須恵器大甕 を埋設 した もの もみ られた。 これ らの遺構 の時期 は8世 紀初頭か ら11世 紀初頭 の間に属 す

るが、9世 紀代 が特 に多 く、中核 をなしてい る。

遺構 内や周辺の検 出面 か らは大量の遺物 が出土 してお り、遺物の種別 は土器 ・陶磁器 、鉄器 ・鉄製 品、石

器 、土製品が ある。土器 ・陶磁器 は土師器 ・須恵器 ・灰粕陶器が主体 で、わずか に緑粕 陶器7点 や 白磁1点

が伴 う。土師器 ・須恵器 ・灰粕陶器 には墨書 のあ るものが多 く、総数 で118点 が認 められ る。他 に文字資料 と

して注 目すべ きもの は 「美濃国」 の刻印があ る美濃須衛窯産 の須 恵器杯破片が1点 確認 され ている。鉄器 ・

鉄製品 は刀子 、鎌、鋤先、釘、火打金具、苧 引鉄、紡錘車、鑓鉋 、鍵、懊、鍛、鋏具、鉢 な ど多岐 にわた り、

総数で128点 を数 え る。市 内の奈良 ・平安期 の遺跡で は格段 に多い数量 とい えよう。土製品 は紡錘車 、土錘 、

鞘 の羽 口、お よび瓦塔で ある。瓦塔 は14点 の破片が出土 し、すべて同一個 体 と考 え られてい る。鞘 の羽 口 は

完形 品が1点 もないが、総 数97点 、重量 に して5,5669が 出土 した。 しか も、 い くつか の遺構 に偏 って存在

し、集落 内での鍛 冶関連 の行為が推定で きる資料 である。これに関わ って残 された とみられ る鉄津 も833点 と

多量で、総重量 は30kgを 超 える。石器 は砥石が2点 出土 したのみで ある。

平成6年 度 発掘調査 は市の公 園造成 に先立 って、平成6年5月10日 か ら5月24日 に行われ た。調査地

点 は平田神社 の西隣で、第1次 調査 の発掘区 に西側 と南側 を囲 まれ る位置 にある。対象面積 は3,150㎡ だが、

開発事業 の性格上、トレンチによ り遺構 が確認 で きた部分のみを拡張 したので、実質 の調査面積 は190㎡ であ

った。遺構 は竪穴住居吐2、 土坑5、 ピッ ト3を 検 出、調査 した。時期 は住居吐 の1軒 が11世 紀 中葉 に属 す

る他 は不明で ある。

遺物 は土器 ・陶器 で は土 師器 ・須恵器 ・灰粕陶器、石器 で は砥石、鉄器 ・鉄製品で は刀子 ・紡錘車 ・苧引

金具 が出土 してお り、少量 の鉄津 も伴った。

参考文献

松本市教育委員会1994『松本市平田本郷遺跡 一緊急発掘調査報告書一』

松本市教育委員会1995『松本市平田本郷遺跡II一 緊急発掘調査報告書一』

② 試掘 ・確認調査

本遺跡の一帯では、平成7年 度に1回 、平成8年 度に2回 の試掘 ・確認調査が行われてお り、平成8年 度

の各調査ではそれぞれ遺構 ・遺物の発見をみている。

平成7年 度 民間開発に伴い、12月2日 から3日 にかけて芳川平田340-1、341番 地で試掘確認調査を行

った。平田本郷遺跡の北部縁辺 と推定される場所であったが、遺構 ・遺物の検出はなかった。 これにより、

本地点までは遺構分布が及んでおらず、平田本郷遺跡の北限からはずれる可能性が高まった。

平成8年 度一1民 間開発に伴い、10月1日 から9日 にかけて平田西1丁 目358で試掘確認調査 を行った。

平田本郷遺跡の範囲内北部 と推定される場所である。遺構の確認はなかったが、南北に延びる自然流路が検

出された。流路の埋土は砂礫が堆積し、水流があったことは明瞭であった。 しかし、その堆積の下層から古

墳時代中期に属する土器が多量に出土した。 これ らの土器 は水流があったにもかかわらず、ほとんど摩滅を

受けておらず非常に良好な器表面の状態で遺存していた。 したがって、本地点の近隣に古墳時代中期に遡る
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第4図 周辺地形と調査地点
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遺構が分布 している可能性 が極 めて高い もの と推定 され た。

出土 した土器 はすべて土 師器 で、器種 には杯(第5図1・2)、 高杯(同3～8)、 壷(同9・10)、 小形甕(同

11)が あ る。図化で きた高杯 はいずれ も脚部 を失 っている。壷の内外面 と小形甕の外面 に はハ ケメが顕著 に

認 められ、高杯 に もミガキの地 にハ ケメが残 る ものが ある。2点 の杯 は口縁端部 が内斜状 になってお り、2

は内面黒色処理が行われてい る。 また、小形甕 は口縁端部外側 にわずか な面 と沈線 を有す。 これ らの土師器

は一括 して5世 紀後 半～末 の年代 を与 える ことがで きる と推定 する(写 真図版18)。

平成8年 度一2民 間開発 に伴 い、10月14日 か ら24日 にか けて平田西1丁 目272-1で 試掘確認調査 を行 っ

た。平 田本郷遺跡の範 囲内東部 と目され る地点であ る。対象地 内に設定 した トレンチか ら、数軒 の竪穴住居

吐の存在が確認で きた。 これ らの上部か らは平安 時代 の土器が僅かで はあ るが出土 し、いずれ も奈 良～平安

時代 の竪穴 住居吐 と推定 された。 したが って、本地点 に は第1・2次 の発掘調査地区か ら連続 して平安時代 を

中心 とす る古代集落 が展 開 している ことが確 実 となった。

第5図 試掘地点出土土器

第1表 試掘地点出土土器観察表

No. 器種
寸法(cm)

残存度
紋 様 ・ 調 整 実測

番号 備 考
口径 底径 器高 外面 内面

1 杯 (12.2) 口縁1/4 口縁ヨコナデ、体部 ミガキ摩滅? ミガキ摩滅? 試掘7

2 杯 (15.6) 6.8 口縁1/4 口縁ヨコナデ、体部ミガキ摩滅、底部ヘラケズリ?摩 滅 ミガキ後黒色処理 試掘10 内黒
3 高杯 16.1 口縁1/2 口縁ヨコナデ、ミガキ 杯部ミガキ 試掘2

4 高杯 19.0 口縁1/4 口縁ヨコナデ、杯部上半ハケメ後 ミガキ ・指ナデ後下半 ミガキ摩滅 杯部ハケメ後 ミガキ 試掘3

5 高杯 (19.4) 口縁一部 口縁ヨコナデ、ハケメ後 ミガキ ハケメ後ミガキ 試掘4

6 高杯 16.6 口縁7/8 口縁ヨコナデ、 ミガキ ミガキ 試掘5

7 高杯 (16.4) 口縁1/4 口縁ヨコナデ、 ミガキ ミガキ 試掘6

8 高杯 (18.8) 口縁1/8 口縁ヨコナデ、ハケメ ハケメ後ミガキ 試掘8

9 壺 (16.6) 口縁1/3 口縁ヨコナデ、胴部ハケメ 胴部ハケメ 試掘1 胴部に炭化物付着

10 壷 (6.2) 底部1/4 ケズリ摩滅、底部ナデ ミガキ状の工具ナデ 試掘11 ドーナツ状底面

11 小形甕 (12.8) 口縁1/3 口縁ヨコナデ ・沈線状、胴部上半ハケメ・下半ナデ 工具ナデ ・指ナデ 試掘9
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第6図 調査範囲 ・遺構配置及び区画整理施工図
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第7図A区 遺構配置
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第8図B区 遺構配置
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灘霧 翻i嚢綴譲

1節 調査の概要

1調 査地 ・調査手順

発掘調査地 は松本 市大字芳川平 田129番 地他 にあた り、東 をJR篠 ノ井線 で、 また南 を芳川小屋(北 原町)の

住宅街 で画 されてい る。東及 び西隣 は水 田 となってい る。発掘着手前 は水 田 と畑地で あった。発掘調査地 の

標 高 は、発掘前 の田畑地表で最低 が海抜609.57m、 最高が海抜610.49mを 示 し、南西か ら北東 へ ご くわずかに

傾斜 する地形 で あった。

調査 区は中央 を南北 に横切 る市道 を挟 んで、東側 をA区 、西側 をB区 とした。調査面積 はA区2050.8㎡ 、B

区3507.9㎡ で合計 は5558.7㎡ を測 る。A区 に設置 した基準点(第7図NSO-EWOラ イ ンの交点)よ り、真北 に

振 り出した基準線 を用 いて調査 区全体 を覆 う3メ ー トル のグ リッ ド方眼 を設定 し、測量や遺構実測 を行 って

い る。 グ リッ ド方眼の名称 は各 グ リッ ド北 東隅 の座標(基 準 点か らの距離 をNS方 向、EW方 向で示 した も

の。単位 はm)を 以 ってあてた。基準点 を国家座標で示 す と、第VIII座標 系:X=20871.913、Y=一48138.476

である。

発掘調査 の手順 は、 まず大型建 設機械 を使用 して遺構検 出面 までの耕作土、上土 を除去 した。次 に、人力

によ り遺構検 出作業 を行い、竪穴住 居吐な ど個々 の遺構 の位置 と範囲 を平面 的に特定 した。土色 の区別が微

妙で平面的な把握が むずか しい部分 で は、人力 による小規模 な試掘溝 を掘 り断面観察 も併用 して遺 構 を検 出

した。遺構検 出が終了 した ものか ら遺構番号 を命名 したが、遺構番号 は第1・2次 調査の ものに連続 させてい

る。引 き続 き人力 による遺構 掘 り下 げを開始 し、必要に応 じて覆土の土層 や、遺構 内の遺物 ・礫等 の出土状

態 の観察 と記録 を、写真や実測 図 により行 った。遺物 を取 り上 げ、掘 り上が った遺構 は写真 と実測 図の双方

で記録 し、最後 にラジコンヘ リコプターによる航空写真 を撮影 して、発掘調査の現場 にお ける作業 の全工程

を終 えた。

2調 査成果

発見 した遺構 の種別 と数量及 び時期 は次の とお り。

竪穴住居f1E22軒(97住 ～121住 、 ただし105・108・109住 は欠番):平 安 時代後期

竪穴状遺構2基(竪2～ 竪3):不 明(平 安時代後期以 降 と推定)

掘立柱建物 吐7棟(建7～ 建13):平 安 時代後期及びそれ以降

柱列1本(柱 列1):不 明(平 安時代後期以降 と推定)

土坑21基(土49～ 土71):平 安時代後期及 びそれ以降

溝 吐10条(溝11～ 溝20):古 墳 時代 中期(溝20)、 平安時代前期(溝11～13)、 同後期(溝14～19)

ピッ ト233基(建 物吐 と柱列 を構成 する ピッ トを含 む):時 期不 明(平 安時代後期及びそれ以降 と推定)

出土 した遺物 の種別 は次 の とお り。.__.部の土器以外 は時期 はすべて平安時代後期 に属す。

土器 ・陶磁器:土 師器(内 黒土 師器 ・黒色土器 を含 む)、 須恵器、灰粕 陶器、 白磁

鉄器 ・鉄製 品:刀 子、釘 、鍛 、鎌、紡錘車、苧引鉄、鎖、鉄鐸、不明品、鉄津

石器 ・石製 品:砥 石、礫石錘

自然遺物:炭 化材、炭化米

その他 の遺物:漆 紙
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II節 遺構

1竪 穴住居吐(第2表 、図版1～10、 写真 図版3～8)

竪穴住 居祉 は97住 か ら121住 までの25軒 を検 出、命名 した。 しか し、遺構重複 の著 しい部分が あ り、掘 り下

げを行 った結果 、105住 ・108住 ・109住 の3軒 は他 の住居吐の一部 と判 明 したため欠番 とした。 したが って、

最終的 に竪穴住居吐 は22軒 が調査 された ことになる。

なお、遺 構の規模 はcm単 位で長軸 ・短軸 ・深 さの順 に示 した。 また、規模 と床面積 の()は 現状値 を、〈〉

は推定値 を表わ している。主軸方向 は基本 的 にカマ ドを奥壁 右隅 にみ るように設定 している。時期 は本章III

節 で触れ る出土土器群 の時期で示す。

(1)第97号 住居吐(遺 構:図 版1、 写真図版5、 遺物:鉄 器1～3)

位置B区 中央部西寄 り。 重複 関係 土52・53に 切 られ る。 平面形 隅丸方形 規模592・564・8床 面積

31㎡ 主軸方向N-0.壁 高 さ約5cm。 残存不 良で傾斜等 は不明。 床 面 特 に堅い床面 は認 め られ ない。

ピッ ト4基 。南東隅に3基 。p3に 礫多 い。 カマ ド種類 ・位置 カマ ド発見で きず。 覆土の状況2層 に分

かれる。床面上の広範囲 に焼土、炭化物が み られ る。 遺物 出土状況 覆土 の残存 少ないため遺物 僅少。土師

器少量、 白磁2片 、鉄器6点(刀 子1、 不明5)出 土。 時期 第3群 後半?備 考 本吐一帯 の検 出面 を低

く設定 したため、削平 されてわずか な壁 と床付近 の覆土が残 るのみ。

(2)第98号 住居吐(遺 構:図 版1、 写真図版3、 遺物:土 器1～3)

位 置A区 南部 重複関係 な し。 平面形 隅丸 方形。北壁東寄 りに突 出部。 規模388・368・18床 面積

11.4㎡ 主軸方向N-0.壁 壁高20cm。 ほぼ直 に立 ち上が る。 床面 灰色土 の床面。あま り堅 くない。北

西隅に焼土範囲 あ り。 ピッ ト4基 。径20～30cm前 後。壁 際 に位置 する。柱穴 か?。 遺構外 の2基(P42、 ・

P422)と 関連 あるか?。 カマ ド種類 ・位置 石組 ・北東隅。両袖石 が2個 ずつ残存す る。燃焼部 に焼土が広

が る。右袖石 の右側 に長 い礫が立 ってお り、カマ ドと関係 あるか?。 覆土の状況3層 に分かれ る。礫が中

央部 とカマ ド付近 にみられ る。 遺物 出土状況 カマ ド付近 に多 くみ られ る。土師器皿 ・小形甕 ・羽釜出土。

時期 第3群 前半?

(3)第99号 住居吐(遺 構:図 版2、 写真図版3、 遺物:土 器4～19、 鉄器4～12)

地区A区 中央南寄 り。 重複関係100住 を切 る。 平面形 隅丸 方形 規模656・620・24床 面積30.6㎡ 主

軸方向N-0.壁 北側 のみ明瞭。壁高20cm。 直 に立 ち上が る。 床 面 小礫の露 出する灰色の堅 い床面。表

面 には焼土粒 や炭化物粒 が付着。 中央部分が堅 く、外側 に向か うにつれて礫 の露出が顕著 である。周辺の基

盤土 には礫 がみ られ るこ とか ら、礫 を取 り去った後貼床 をした と推定。カマ ド周辺の床面 は堅い。 ピッ ト

2基 。径20cm前 後。 中央 に位置す る。覆土 に炭化物粒 を多 く含 む。p2内 に炭化材 出土。 カマ ド種類 ・位置

石組 ・北東 隅。 カマ ド周辺、カマ ド覆土中 に構築礫が みられ る。 覆土の状況2層 に分 かれ る。大量 の炭化

材出土(主 に中央 か ら北壁)。 炭化物 の断面 は円形 と方形 を呈 し、 中央か ら外側 に向かって放射状 に倒 れてい

る材が多い。側柱 と垂木の痕跡 か。樹種 はコナラ材が80%を 占める。焼土、炭化物 は中央部か ら東側 に多 く

み られ る。礫 は多 く、 ほ とん どの礫iは炭化材 より上位 にある。炭化材 は床面 よ り10cm程 度浮いてい る。 遺

物 出土状況 覆土 中全般、炭化材 や礫間か ら出土。土師器 と灰粕陶器多数。 白磁2片 。鉄器11点(鎌i3、 苧引

鉄2、 紡錘車1、 釘1、 鉄鐸1、 不明2)出 土。 時期 第3群 後半 備考 いわゆ る焼失住居。本肚 出土の

白磁 と100住 出土 品の遺構 間接合 あ り。

(4)第100号 住居吐(遺;構:図 版2、 写真 図版4、 遺 物:土 器20～25、 鉄器13～18)

地区A区 中央 重複関係99住 に切 られ る。 平面形 方形?規 模442・(168)・28床 面積(6.8㎡)主 軸

方向N-6.5.一E壁 壁高約20cm。 直 に立 ち上が る。 床面 北側中央部 に堅 い床面。それ以外 は小礫iが露出
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する。 ピッ ト な し。 カマ ド種類 ・位置 カマ ド発見で きず。99住 に破壊 される部分 に位置 したか?。 覆

土の状況2層 に分 かれる。覆土中全般 に礫 が多 くみ られ る。礫 は意図的 な投入、廃棄か?。 遺物 出‡状況

覆土 中全般 にみられ る。土師器多数、 白磁9片 。鉄器7点(刀 子2、 苧 引鉄1、 釘1、 不明3)、 鉄津 出土。

時期 第3群 後 半

(5)第101号 住居吐(遺 構:図 版3、 写真図版5、 遺物:土 器26～29、 鉄器19)

地区A区 中央部 重複関係102住 ・103住 を切 る。117住 の上部 をまるごと貼 る。建11南 部 と重複す るか?。

平面形 長方形。北西角がわずかに欠 ける。 規模560・488・14床 面積24.8㎡ 主軸方向N-0.壁 壁

高10～15cm前 後。 ゆるやか に立 ち上が る。 床面 不 明瞭。 ピッ ト2基 カマ ド種類 ・位 置 カマ ド発見で

きず。北東隅 にわずか に残 る焼 土が残骸 か?。 覆土の状況3層 に分 かれ る。床面上 に礫 が多 くみ られ る

が、南西部分 に は少 ない。 遺物 出土状 況 覆土中全般 にみ られ る。土師器、灰粕 陶器 少量。鉄器2点(釘

1、 不明1)、 鉄津1点 出土。 時期 第3群 後半

(6)第102号 住居吐(遺 構:図 版3、 写真 図版5、 遺物:土 器30～36、 鉄器20)

位置A区 中央 重複 関係117住 の東側 を貼 る。101住 に切 られる。埋没後P4。。がつ くられ る。 平面形 長方

形 規模764・544・30床 面積(36.6㎡)主 軸方向N-6.一E壁 壁 高10～20cm前 後 。東西壁 は直 に、南

北壁 はゆるやか に立 ち上が る。 床面 東側の床面 は小礫 の露 出する面 とし、西側 は不 明確。東側 の床面 と同

じ高 さの灰褐 色砂質土 を床面 とした。 ピッ ト9基 。径20cm前 後。8基 が西半分 の壁際 にみ られ る。 カマ

ド種類 ・位 置 中央部北寄 りにわずかな焼土 を認 めるがカマ ド痕跡か不明。 覆土の状況2層 に分かれ る。

床面上 に礫 が多 くみ られる。 遺物出土状況 覆土中全般 にみ られ る。土師器少量、鉄器4点(刀 子1、 不明

3)、 鉄津1点 出土。 時期 第3群 前半?

(7)第103号 住居肚(遺 構:図 版4、 写真 図版5、 遺物:土 器37・38)

位 置A区 中央 重複関係117住 の西側 を貼 る。101住 に切 られ る。 平面形 隅丸方形。南西隅がわずか に欠

ける。 規模560・528・12床 面積 〈27.4㎡〉 主軸方向N-4.一E壁 壁高10cm。 ゆるやか に立 ち上が る。

床 面 西側半分で は礫 が露 出する面 を床面 とした。東側 は不 明瞭。 ピッ ト3基 。径20cm前 後。 カマ ド種

類 ・位置 カマ ド発見で きず。101住 破壊部 分 に存在 したか?。 北西隅礫 は焼土 を伴わずカマ ドとは認め られ

ない。 覆土の状況2層 に分 かれ る。北西隅 に礫がかた まってみ られ る。 遺物 出土状況 遺物が少な く、

覆土中 に点在。土師器、灰粕陶器少量。 時期 第3群 前半?

(8)第104号 住居吐(遺 構:図 版4、 写真図版5、 遺物:土 器44～62、 鉄器21・22)

位置A区 南部西寄 り。 重複関係 竪2に 上部 を破壊 され る。 平面形 隅丸方形 規模480・432・52床 面

積15.7㎡ 主軸方向N-0.壁 壁高約50cm。 直 に立 ち上が る。 床面 青灰色土 と小礫 の露出す る面。やや

堅 い。 ピッ ト 検出で きず。 カマ ド種類 ・位置 石組 ・北東 隅。両袖石、天井石が残存。 覆土の状況3

層 に分かれ る。礫が多 く、1層 で は全体 に広が るが、II層 は中央部 に集中。 遺物 出土状況 覆土中全般 にみ

られ、カマ ド周辺 に も多い。土 師器、灰粕陶器 多数。鉄器2点(釘1、 鎌1)出 土。赤色物質(朱?)わ ず

かに出土。 時期 第3群 前半 備考 面積の割 に深 くしっか り掘 り込 まれた住居肚。礫質 の地山 に礫混 じり

の覆土が落 ち込 み、検出 は困難 であった。

(9)第106号 住居吐(遺 構:図 版5、 写真図版6、 遺物:土 器39～43)

位置A区 中央北東寄 り。 重複関係 な し。 平面形 隅丸長方形 規模524・416・20床 面積17.7㎡ 主

軸方向N-6.一E壁 東壁 中央部が張 り出す。 床面 非常 に不明瞭で、ピッ トの確認で きる面を床 とした。

ピッ ト18基 。径10～15cmの ピッ トが多 い。 カマ ド種類・位置 カマ ド発見 で きず。 覆土の状況2層 に分

かれる。 遺物出土状況 遺物少ない。P2内 にほぼ完形の土 師器椀出土。 時期 第3群 前半?備 考 今 回調

査 では珍 しい南北長軸 の住居。
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(1①第107号 住居吐(遺 構:図 版6・7、 写真 図版6、 遺物:土 器63～155、 鉄器23～44)

位置A区 中央部西寄 り。 重複関係 な し。 平面形 隅丸長 方形 。北壁 の西側 にわずかな張 り出 し。 規模

832・700・44床 面積48.7㎡ 主軸方 向N-50-E壁 壁 高40～60cm。 直 に近い。 床 面 灰褐色土 の堅 い

床面。中央部 に非常 に堅 い部分が ある。カマ ド周辺 の床面 は高 い。 ピッ ト21基 。覆土中 には炭化物、焼土

が多 くみ られ る。p、内に土師器6個 体出土。p、7、P、8、P、9内には礫 がみ られる。主柱穴か?。 カマ ド種類 ・

位置 石組 ・北東隅。両袖石、粘土が.__.部残存 す る。 覆土の状況4層 に分かれ る。南東 隅に炭化物が多 く

み られ る。 カマ ド周辺 と中央部分 に焼土が多 くみ られ る。覆土 中全般 に礫が多 くみ られ る。 遺物 出土状況

覆土 中に遺物 きわめて多 い。土師器皿、椀、杯等 が大量 に出土。 白磁破 片1点 。鉄製 品36点(鉄 鐸3、 刀子

4、 釘17、 鎖2な ど)、 鉄津9点(計243g)出 土。炭化材が単独で数点出土。 コナ ラの堅炭 であった。 時期

第3群 後半 備考 今 回調査 の竪穴住居吐中で最大規模 と深 さを有 し、遺物 も多い。調査 当初、本肚南 に108

住 、109住 の存在 を想定 したが、掘 り下 げの結果、本肚 の一部 となった。したが って108住 、109住 で とりあげ

た遺物(土 器153～155)は すべ て本吐 に属す。

(11)第110号 住居吐(遺 構:図 版5、 写真図版6、 遺物:土 器162～167、 鉄器48)

位 置A区 南部西端 重複 関係 土54に 中央部 を破壊 される。西部1/3は 区域外 にかか る。 平面形 隅丸長 方形

と推定。 規模400・(366)・28床 面積(13㎡)主 軸方向N-0.壁 壁高20～25cm。 直 に立 ち上 が る。 床

面 地 山面 を床面 とした。あま り堅 さはない。 ピッ ト な し。 カマ ド種類・位置 カマ ドは発見で きず。 覆

土の状況3層 に分かれ る。 遺物 出土状況 遺物量 は少 な く点在。土 師器、灰粕 陶器少量、鉄製 品1点 、鉄

津1点 出土。漆紙 の付着 した土 師器杯(椀?:図 版26)出 土。 時期 第3群 後半?

(12)第111号 住居吐(遺 構:図 版5、 写真図版6、 遺物:土 器156・157)

位置A区 中央西寄 り。 重複関係 な し。 平面形 やや不整 な隅丸長 方形。 規模720・560・10床 面積39

㎡ 主軸方向N-3.一W壁 壁 高10cm前 後。 床面 軟 弱で不 明瞭。 ピッ ト4基 。径20～30cm前 後。 カ

マ ド種類 ・位置 石組 ・北東 隅 覆 土の状況2層 に分かれ る。 カマ ド周辺 に礫 がみ られ る。 遺物 出土状況

遺物少な く点在。 時期 第3群 前半?備 考 遺構規模や施設内容 の割 に遺物 が少 ない。

(13)第112号 住居吐(遺 構:図 版7、 写真図版6、 遺物:土 器158～161、 鉄器49)

位置A区 中央の西端部。 重複関係 な し。 平面形 隅丸方形 規模376・336・20床 面積10.6㎡ 主軸

方向N-oo壁 壁 高10～15cm。 床面 中央部分 に堅い面。 ピッ ト なし カマ ド種類 ・位置 石組 ・北東

隅。 カマ ド奥壁突 出張 り出 し、煙道 か?。 覆土の状況2層 に分か れる。 ほぼ全面 に炭化材、焼 土が広が

る。西側 に炭化材が み られ る。カマ ド周辺 に礫 多い。 遺物出土状況 遺物少ない。土師器 少量、 白磁1片 、

鉄器1点(鎌)出 土。西壁 中央部 に棒状礫4点 まとめて遺存 し礫石錘(莚 編み錘)の.__.部 か。南西部分床面

上 に炭化 した敷物 の痕跡。 時期 第3群 後半?備 考 いわ ゆる焼失住居か?。 その割 に遺物少 ない。

(14)第113号 住居吐(遺 構:図 版8、 写真図版7、 遺物:土 器168～184)

位置A区 北部西寄 り。 重複関係 な し。 平面形 隅丸長方形 規模452・404・28床 面積15.4㎡ 主軸

方 向N-90.一E壁 直 に立 ち上が る。壁高30cm。 床面 堅 い面がみ られ るが一様で な く、礫 の露出す る面

を床 とした。 ピッ ト2基 カマ ド種類 ・位置 石組 ・南東隅 覆土の状況2層 に分かれる。中央部分 とカ

マ ド付近 に礫が多 くみ られ る。3箇 所 に焼土範囲。II層 上面 に被熱面 あ り。 遺物 出土状況 覆土中全般 にみ

られる。土師器 、灰粕陶器 多い。 時期 第3群 前半 備考 今 回調査で カマ ド位置南東 隅 は珍 しい。

(15)第114号 住居肚(遺 構:図 版8、 写真図版7)

位置A区 北西 重複関係 なし。 平面形 隅丸方形 規模328・324・20床 面積8.9㎡ 主軸方向N-10.一

E壁 壁高20cm前 後。ほぼ直 に立ち上 が る。 床面 軟弱 で不明瞭。灰色土面 を床面 とした。 ピッ ト な し。

カマ ド種類 ・位置 カマ ド発見で きず。 覆土の状況 礫が少ない。 遺物出土状況 遺物少 ない。土 師器少量
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出土。図化遺物 な し。 時期 不明。他遺構 との関係で第3群 と推定。

(16)第115号 住居肚(遺 構:図 版8、 写真図版7、 遺物:土 器185～193)

位置B区 中央 東寄 り。 重複関係 な し。 平 面形 隅丸長方形。東壁 に2か 所のわずか な張 り出 し。 規模

436・336・32床 面積12.9㎡ 主軸方向N-0.壁 壁高約30cm。 直 に立 ち上が る。 床面 地 山面 を床 とし

た。中央か らカマ ド周辺 にか けてやや堅い。 ピッ ト1基 。東壁 の2か 所 の張出 し部 には ピッ ト未確認。 カ

マ ド種類 ・位置 石組 ・北東隅。 覆土の状況3層 に分かれ る。南側 中央部 と東側 の床面上 に焼土 、炭化物、

粘土分布 。床面上 に礫 多 くみ られ る。特 にカマ ド付近 には多 く分布す る。 遺物 出土状況 カマ ド付 近 に遺物

が多 くみられ る。土師器、灰粕陶器出土。 時期 第3群 前半

(17)第116号 住居 吐(遺 構:図 版9、 写真 図版7、 遺物:土 器194・195、 鉄器50・51)

位置B区 西部 重複関係 なし。 平面形 不整 隅丸方形。西辺全体的 に内張 り。南東隅わずか に欠 ける。北

辺中央突出。 規模466・408・6床 面積16.8㎡ 主軸方向N-11ｰ一E壁 壁高約5cm。 残存状 況が悪 く

詳細不明。 床面 中央部か らカマ ド周辺 にか けてやや堅 くしまる。中央部分、北東隅 に被熱痕。 ピッ ト7

基。 カマ ド種類 ・位 置 北東 隅に焼土 を伴 った窪みが あ り、 カマ ドの残骸 と推定。 覆 土の状況2層 に分

かれ る。床面上の広範 囲 に焼土、炭化物分布。 遺 物出土状況 覆土 の残存 が少 ないため遺物 出土 は僅少。土

師器少量、 白磁2片 。鉄製品2点(刀 子1、 不明1)出 土。床面上 の炭化物 にはモ ミが含 まれてい た。 時

期 第3群 後半 備考 本吐一帯 の検 出面 を低 く設定 したため、床面直上 の覆土 とわずかな壁が調査 で きたの

み。内部 の大形 ピッ トは本吐 を切 る土坑 だった可能性 がある。

(18)第117号 住居吐(遺 構:図 版9、 写真図版7、 遺物:土 器196～216、 鉄器52)

位置A区 中央 重複関係102住 の深い部分 に東壁突出部先端 を切 られ る。101住 上部全体 を貼 られ てい る。

平面形 隅丸 方形。北辺全体 に凹凸の張 り出 し。東辺カマ ド脇 に突出部 。 規模576・500・34床 面積21.

6㎡ 主軸方向N-3.一E壁 直 に立 ち上が る。器 高40～50cm。 床面 灰褐色土 に茶色土が斑 らに混入 し堅

い。 中央部付近 に特 に堅 い面が3か 所 あ る。 ピッ ト な し。 カマ ド種類 ・位置 石組。北東隅。 両袖石が

1個 ずつ残存 す る。全面 に焼土。煙道状 の窪みがわずか に奥壁 へ延 びる。 覆 土の状況6層 に分かれ る。覆

土 中には礫 が多 く含 まれる。カマ ド付近 に炭化物 、焼土広が る。 遺物 出土状況 覆土中全般 にみ られ る。土

師器、灰粕陶器 多量 、鉄器4点(錺i1、 釘3)、 鉄津1点 出土。 時期 第3群 前半 備考 土器 に101住 出土

品 と遺構間接合す るものあ り。 これ らは本吐上層遺物 が101住 に混入 した もの と捉 え、本吐 に帰属 させた。

(19)第118号 住居吐(遺 構:図 版10、 写真 図版8、 遺物:土 器217～224、 鉄器53)

位置B区 南東 隅。 重複関係 溝12埋 没後 に構築 。 平面形 胴張 り隅丸 方形。南東隅 と東辺北部にわずかな

凹凸。 規模528・480・38床 面積20.7㎡ 主軸方向N-2.一E壁 壁高30～35cm。 直 に立 ち上が る。 床

面 中央部分 に明瞭な貼床。北壁下 か ら中央部 の床面 に、溝12の 護岸状礫 の下部がわずかに露出 してい る。 ピ

ッ ト3基 。 うち2基 は柱穴 か?。 カマ ド種類 ・位置 北東隅。煙道が残 る。石組だった と推定 され るが崩

れて石材が まとまってい るのみ。 覆土の状況5層 に分かれ る。床面 よ りも10cm程 度の高 さに礫が 広 く分布

す る。カマ ド付近 に礫が多 くみ られる。 遺物 出土状況 覆土中全般 にみ られ る。土師器 、灰粕陶器 少量 、鉄

製品2点(刀 子2)出 土。 時期 第3群 後半?

(2①第119号 住居肚(遺 構:図 版10、 写真図版8、 遺物:土 器225・226)

位置B区 東端 重複 関係 溝12埋 没後 に護岸 状礫 を切 って構築。東部 は区域外 にかか る。 平面形 隅丸方形

と推定 規模364・(344)・36床 面積(10.4㎡)主 軸方向N-0.壁 壁高30～40cm。 直 に立 ち上が る。 床

面 中央部分 か ら東側 にか けて黄色粘質土の明瞭 な貼床。 ピッ ト なし。 カマ ド種類 ・位置 カマ ド発見 で

きず。区域外部分 に存在 か?。 覆土の状 況2層 に分 かれ る。多量 の礫 が意 図的に投入 され てお り、特 に

1層 か らII層 上部 に集中。床面上4か 所 に焼土分布。 遺物 出土状況 遺物 は礫 問に点在 。土師器、灰粕陶器
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少量出土。 時期 第3群 前半?

(21)第120号 住居肚(遺 構:図 版10、 写真図版7、 遺物:土 器227～231、 鉄器54～56)

位置B区 北部。 重複関係 な し。東半分 が区域外 にかか る。 平面形 不明。隅丸方形 また は長方形 と推定。

規模516・(328)・32床 面積(14㎡)主 軸方向 特定で きない。 壁 壁高10～25cm。 直 に立 ち上 が る。 床

面 軟弱。不明瞭。 ピッ ト な し。 カマ ド種類 ・位 置 カマ ド発見 で きず。 覆 土の状況3層 に分 かれ る。

遺物 出土状況 覆土中全般 にみ られる。土師器、灰粕 陶器少量 、鉄製品5点(刀 子1、 鎌i1、 不 明3)、 鉄津

10点(計817g)出 土。 時期 第3群 前半?

(22)第121号 住居吐(遺 構:図 版8)

位 置B区 北部。 重複関係 な し。北側が 区域外 にかか る。 平面 形 不明。胴張 り隅丸長方形 となるか?。

規模668・(184)・18床 面積(8.4㎡)主 軸方向 特定で きない。 壁 壁高20cm。 やや直。 床 面 茶褐色

土 の面 を床面 とした。貼床 は認 め られない。 ピッ ト な し。 カマ ド種類 ・位置 カマ ド発見 で きず。 区域

外部分 に存在 す るか?。 覆土の状況3層 に分 かれる。 遺物 出土状況 遺物 少ない。土師器僅少 出土。 時

期 不明。第3群 に属す るか?。 備考 平面形や床面の状況、遺物 出土状況な どか らみて住居祉 で はない可

能性 もあ る。

2竪 穴状遺 構

(1)第2号 竪穴状遺構(図 版11、 写真 図版8)

A区 南部 に位置 し、104住 の上部 を切 る。平面形 は南北3.6m、 東西3.8mの 不整 な円形 を呈 し、深 さは20

cm。 底面 は礫 混 じ り土 で平坦、やや堅い。壁 は傾斜 を有す。覆土 中に10～20cmの 礫が投入 されていた。遺物

はわずか な土師器 の出土 をみたのみで ある。時期 は不明 だが、本吐下部 の104住 が第3群 前半 に比定 され る こ

とか ら、同期か それ以 降 と推定す る。

(2)第3号 竪穴状遺=構(図 版11、 写真図版8)

A区 南東隅 に位置 し、ほ とん どが区域外 にかか る。把握で きた最大部分で南北7.2m、 東西2.4mを 測 り、お

そ ら く方形 ないしは長 方形 プランになる と推定 する。深 さは10～18cmと 浅 く、底面 は平坦 だが軟弱で ある。

遺物 はめぼ しい ものがない。時期 は不明。

3掘 立柱建物吐 ・柱穴列(第3表 、図版11～13、 写真図版9)

A地 区に1地 点、B地 区に3地 点、ピッ トが集 中す る場所 があ り、それぞれ ピッ ト群1～4の 仮称 で作業 を

進 めたが、最終的 にこれ らに属す るピッ トの多 くが掘立柱建物吐、 または柱穴列 になった。 その対 応関連 は

本文 中に記す。 したがって、本節で はピッ ト群 という項 目は扱 わないが、各 ピッ ト群 の検 出面な どか ら出土

した遺物 はそのままピッ ト群 の名称で掲載 してある。 その ピッ ト群が対応 する建物 吐の遺物であ る可能性 が

高い。掘立柱建物吐 は総計7棟 、柱穴列 は1列 を数 える。時期 を特徴づ ける遺物 は少ないが、いずれ も第3

群後半、及 びそれ以降の もの と推定 してい る。

(1)第7号 建物吐(図 版11、 写真図版9)

B地 区南部 、 ピッ ト群3に 属す る。P553・P554・P555・P556・P558・P55g・P56、 ・P6、2・P613・P624で構成 され

る2問 ×2間 の総柱建物吐 である。柱 間 は1.8～2.4mと 一一定 しない。南側 区域外 に延 びて間数が増 える可能性

もあ ろう。 出土遺物 はない。

(2)第8号 建物吐(図 版11、 写真図版9)

B地 区 南 部、 ピ ッ ト群3に 属 す る。P562・P6、7・P6、8・P62。 ・P621・P622・P623・P625で 構 成 さ れ る2

問 ×2問 の総柱建物肚で、領:域内に土69・70を 含 むが本肚 の施設 か明確 で はない。柱間 は南北1.7rn、 東西
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2.1mの 数値 を示す。P6、8か ら白磁片1点(232)が 出土 している。

(3)第9号 建物吐(図 版12)

B地 区西端、116住 に隣i接し、 ピッ ト群5に 属す。P,。2・P5。3・P5。4・P5。5・P5。8・P5、。・P517で構成 され る側

柱式 の建物吐 で、柱穴が均等 に並 ぼず、全体 で方形 をなす タイプである。軸方向が真北 より18度 ほ どずれ る

が、南隣の116住 と揃 ってお り、関連 を有 す可能性が ある。

(4)第10号 建物吐(図 版12)

B地 区北東隅、 ピッ ト群2に 属す る。P574・P578・P582・P5g。 ・P6。。な どか ら;構成 される建物肚で、2間 ×2

間 の方形 プラ ンを もつ側柱 式 として捉 えたが、周囲 に小 ピッ トを多数伴 うため、柱穴が均等 に並 ばず、全体

で方形 をなすタイプの建物 であ る可能性 も残 る。中央部 の ピッ トを拾 って総柱式 とみる こともで きる。溝12

の埋没後 に構築 されてお り、領域 内に土65・67を 含む。両土坑 ともに本肚 に関連 する ものであ ろう。本肚 に

伴 う遺物 は多 く、P578か ら土師器皿(233)と1079の 鉄津、P582か ら土 師器皿(234)と 灰紬陶器椀(235)、 土

65か ら土師器皿(237)、 須 恵器長頚壷(238)が 出土 してい る。

(5)第11号 建物吐(図 版12)

A地 区中央、 ピッ ト群1に 属す る。p393・P4。、・P4。2・P4。4・P4。5・P4、5などで=構成 され る側柱式 の建物 吐。

柱穴 が均等 に並 ばず、全体 で長方形 をなす タイプであ る。101・117住 に南部 を切 られ る。 めぼ しい出土遺物

はない。

(6)第12号 建物吐(図 版13)

A地 区北 東、 ピ ッ ト群1に 属 す る。P332・P333・P334・P337・P341・P342・P343で 構 成 され る側柱 式 の建 物

吐。柱穴が均等 に並 ばず、全体 で長方形 をなすタイプで ある。建13と 重複す る。軸 方向が真北 よ り9度 ほ ど

ずれ る。

(7)第13号 建物吐(図 版13)

A地 区北東、 ピッ ト群1に 属 する。P338・P344・P35、 ・P354・P356・P357・P365・P38。 ・P381な どで構成 され る

側柱式 の建物吐。柱穴 が均等 に並 ばず、全体 で長方形 をなすタイプで ある。建13と 重複す る。 内外 に大小の

ピッ トを伴 ってい るが、いずれ も本吐 に関連す るものであ ろう。遺物 は検 出面 か ら灰粕陶器(山 茶碗?:243)

と白磁片が得 られてい る。

(8)第1号 柱穴列(図 版13)

B地 区中央西寄 り。溝12・14な どの西隣 りに位置 し、 ピッ ト群4に 属す る。P526・P528・P529・P53。 ・P531・

P532・P533・P542・P543・P546で 構成 され る。ほぼ真北 を指 してい るが、柱穴 問 は1.2～2.7mと 一一・定 しない。 こ

の____.帯には南北 に細長 い範囲で ピッ トが集 中点在 したため、 ピット群4と して捉 え、 なん らかの遺構 の可能

性 を考 えなが ら調査 を進 めたが、最終 的に柱穴列 を設定 で きたに止 まった。す ぐ北 の97住 や土53・56・57と

関連す る遺構 の存在 を想定す る必要があ ろう。

4土 坑 ・ピッ ト(第4表 、図版14、 写真図版9)

土坑お よび ピッ トは総計250基 以上 を検 出した(土 坑21基 、 ピッ ト233基)。 この うちピッ トは、建物 吐の項

で述べた とお り調査時 に5つ の ピッ ト群 にま とめて捉 えた(ピ ッ ト群1～5)。 大半 は建物肚 と柱穴列 を構成

す る。

土坑 の詳細 は第4表 に示 した とお りで あるが、 中には建物吐 の領域内に位置 し、建物吐 の施設 の一部 であ

った可能性 を持 つ ものが指摘で きる(土69・70:建8、 土65・67:建10)。 土65は 土師器 と須恵器 を出土 して

いるが、須恵器 の壺(238)は 形態か らのみ見 ると第2群 に近 い時期の所産で ある。 しか し、本肚が溝12(時

期 は第2群)の 埋没後 に掘 られているこ と、本吐が含 まれ る建10(ピ ッ ト群2)は 第3群 の時期 と推定 され
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ているごとから、古い小形品が伝世された可能1生を考えたい。土坑63は 周辺検出面を低 くしすぎて覆土がわ

ずかしか残っていなかったが、底面付近に全面的に板状 または植物繊維 を荒 く編んだようなものの炭化物が

厚さ1～2cmで 遺存 していた。

5溝 吐(図 版15～17、 写真 図版2・9～11)

溝肚 は11号 か ら20号 までの計10条 を検 出した。多 くは流路 だが、人為 的な加工 のな された と考 え られる も

の もある。溝吐の形成 について はII章1節 に述べてい るので参照 されたい。

(1)第11号 溝肚(写 真図版9)

A地 区の調査 区東壁沿 いを南か ら北 に蛇行す る、浅 い流路性堆積 の溝。A地 区東壁中央南寄 りか ら現 れ、北

東隅付近 で浅 くなって消滅 してい る。長 さ約38m、 幅0.7～1.5m、 深 さ10～20cm。 覆土 には5cm大 の礫が点在

していた。土師器、須恵器 、灰粕 陶器(244)の 小片、鉄釘2本 が出土 している。時期 は第2群 に相 当す る。

(2)第12号 溝 吐(図 版16・17、 写真 図版2・11)

B地 区東端 を南北 の直線 的 に延 びる幅 の広い溝。南端及 び北端 は区域外 に連続 し、調査範 囲内で確認で きた

長 さは約16mで ある。118・119住 や建10な ど周辺遺構のすべてに切 られ る。断面形 はゆるやかな逆三角形 を呈

し、規模 は幅7.5～9m、 深 さ0.8～0.9mを 測 る。土層堆積 は中央部 中層で流路性 を示 してい る(II章1節2一

③、写真図版11参 照)。本溝 の最大の特徴 は東岸表面 を径5～20cmの 礫で溝底か ら上部 まで覆 って いる点で あ

る。 あま りに規模 が大 きいので当初 は自然地形か とも考 えたが、覆 っている礫帯 の下部(内 部)は 小礫 や砂

利 と砂質土の 自然堆積 で、傾斜す る岸 の表面 のみに大中礫 が集 め られている ことが断面観察で明瞭 にわか っ

た。 このた め本溝 の東岸 はおそ らく人為 的に礫が積 まれ、護岸状 の様相 を呈 した と推定 する。溝 内か らの遺

物 は、土師器 小片がわずかに出土 したのみである。

本吐 の用途 ・目的 は推測 の域 を出ないが、本肚西方の溝13な どの大形流路が まだ活発 に活動 していた時期

に、本吐以東の地帯 を不意 の出水 な どか ら防 ぐ目的の護岸状遺構 を考 えたい。すなわち今 回の調 査で は捉 え

られなか ったが、溝13と 同時期 の平安時代前期 に遡 る集落 が、 ここよ り東方 のいずれかの地点 に存 在す る可

能性 を今後追究す る必要が あ ろう。 したがって本肚の時期 は第2群 と推定 する。

(3)第13号 溝吐(図 版15、 写真図版10)

B地 区中央部 を南西か ら北東 に向かってわずかに蛇行 しなが ら50mに わたって縦断 し、北部 で2本 に分流

して区域外へ消 える。幅2.0～5.5mを 測 る大規模 な自然流路 で、深 さは40～50cmと あ まり掘 り下が らない。南

部 で古墳時代 の遺物 を持 つ溝20を 下部 に覗 かせ ている他 は周辺 の遺構すべてに切 られる。中央部 と北部 に は

中 ・下層 に自然礫 の投入 がみ られた。かな りまとまった形 の土師器、須 恵器 を溝底部か ら点々 と出土 してお

り、 これ らか ら第2群 の時期 に主体的 に存在 ・活動 した溝(流 路)と 考 える。ただ し、覆土上層 に は周 囲の

よ り新 しい溝 と同様 の土層 をもつ部分があ るため、本肚 は経時 とともに徐々 に小規模 となって蛇行 しなが ら

部分 的に残存 し、溝17・18は その.__.部になっていった可能性 もあろう。その時期 は第3群 が相 当す る。

出土遺物 は土師器内黒杯(247～249)、 土師器椀(250)、 須恵器高台杯(252)、 軟質須恵器杯(251)、 須恵

器甕(253)、 同長頸壺(254)、 鉄器筒状不 明品で ある。

(4)第14号 溝吐(図 版15)

B地 区中央西、溝13の 西外 に位置す る。長 さ16.3m、 幅0.5～0.9rn、 深 さ8～14cm。 わずかに蛇行す るが、

ほぼ南北方 向に延 びる。覆土 は灰褐色砂質土。流路性 の溝 と推定す る。 出土遺物 にめぼしい もの はない。

(5)第15号 溝吐(図 版15、 写真 図版10)

B地 区中央 に位置 し、溝13の 南部 に重複す る。長 さ24.Om以 上 、幅0.4～0.8m、 深 さ10～22cm。 ほぼ一直線

に南北 方向に延 び、南端 は調査 区域外 にかかる。 あま りに直線的 なため、人為 的な遺構 の可能性 を認 めたい。
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時期 は溝13の 埋没後であ り、第3群 後半、及 びそれ以降 と推定 する。出土遺物 にめぼ しい ものはない。

(6)第16号 溝肚(図 版15)

B地 区中央、溝15の 北部東側 にほぼ並列 す る。長 さ6.7m、 幅0.3～0.5m、 深 さ10～18cmの 小規模 な溝 。溝

15と の位置関係か ら人為 的な遺構 の可能性 を認 める。時期 も溝15に 等 しいであ ろう。 出土遺物 にめぼ しい も

のはない。

(7)第17号 溝肚(図 版15、 写真 図版10)

B地 区中央南寄 り。溝13の 南部 を切 る。長 さ約13m、 幅0.5～1.Om、 深 さ8～18cm。 大 きく蛇行 しなが ら北

端 は溝13に 合す るようにみ える。 あるいは前述の ように溝13の 上層部分 となって北へ続 いていたのか もしれ

ない。時期 は第3群 と推定 す る。 出土遺物 にめぼしい もの はない。

(8)第18号 溝肚(図 版15)

B地 区中央。溝13の 中央部上層 を東西 に切 る。長 さ約3.Om、 幅0.4～0.6m、 深 さは10cm前 後 と浅 い。覆土

は灰褐色砂質土。溝17の 北端 が蛇行、断続 しなが ら本肚 に至 ってい る可能性 もある。時期 は第3群 と推定す

る。出土遺物 にめぼしい もの はない。

(9)第19号 溝肚(図 版15、 写真 図版10)

B地 区北部 、溝:13の東 に向か う分流 の南側 に並行す る。長 さ7.2m、 深 さ20cm前 後だが、幅 は両端 が徐 々に

細 くな る不定 な もので、最大1.2mを 測 る。位 置や形状 か らみて溝:13の東流部分 と同時に形成 された流路性 の

溝 と考 える。 したが って、 時期 は溝13の 主要な活動時期 と等 しい と推定す る。出土遺物 にめぼしい もの はな

いo

(10)第20号 溝吐(図 版15)

溝13の 下層 にあた り、B地 区南部 の区間 でのみ長 さ約1mに わたって検出で きた。溝13と 土坑56に 切 られて

い る。検 出で きた部分 の幅 は1.4m、 深 さは8cmで ある。第1群(古 墳時代 中期)の 土師器数片 を出土 し(図

化提 示で きたのは246の み)、 その時期 まで遡 ると推定す る。おそ らく本肚及 び溝13の 位置 には古墳時代中期

か ら断続 して流路が活動 してお り、本来 は同一 の溝で あるが時代 によってわずか に位置 をず らしていたため、

部分 的に古 い時期の ものが検 出で きたのであ ろう。
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第2表 住居趾一覧

住 居

No.
地区 平面形 軸方向

規模(cm) 床面積

(mZ)

カマ ド

位置
備 考

長軸 短軸 深 さ

97 B区 隅丸方形 N-0ｰ 592 564 8 31.0 なし 土52・53に 切 られ る。

98 A区 方 形 N-0ｰ 388 368 18 11.4 北東隅

99 A区 隅丸方形 N-0ｰ 656 620 24 30.6 北東隅 100住 を切 る。焼失住居

100 A区 方 形? N6.5ｰE 442 <168> 28 6.8 不明 99住 に切 られる。

101 A区 長方形 N-0ｰ 560 488 14 24.8 なし 102住 ・103住 を切 る。117住 を貼 る。

102 A区 長方形 N6ｰE 764 544 30 36.6 なし 117住 を貼 る。101住 、P400に 切 られ る 。

103 A区 隅丸方形 N4ｰE 560 528 12 27.4 不明 117住 を貼 る。101住 に切 られ る。

104 A区 隅丸方形 N-0ｰ 480 432 52 15.7 北東隅 赤色物質(朱?)出 土。堅2に 切 られ る。

105 欠番 となる。

106 A区 隅丸方形 N6ｰE 524 416 20 !7.7 な し

107 A区 隅丸方形 N5ｰE 832 700 44 48.7 北東隅 最大規模の竪穴住居肚

Los 欠番 となる。

109 欠番 となる。

110 A区 不 明 N-0ｰ 400 <366> 28 !3.0 不明 土54に 切 られ る。 区域外 にかか る。

111 A区 隅丸方形 N3ｰE 720 560 10 39.0 北東隅

112 A区 隅丸方形 N-0ｰ 376 336 20 10.6 北東隅 全面に炭化材 ・焼土広がる。焼失住居か?

113 A区 隅丸方形 N90ｰE 452 404 28 15.4 北東隅

114 A区 方 形 N10ｰE 328 324 20 8.9 な し

115 B区 隅丸方形 N-0ｰ 436 336 32 12.9 北東隅

116 B区 不整長方形 N11ｰE 466 408 6 16.8 な し

117 A区 隅丸方形 N3ｰE 576 500 34 21.6 北東隅 102住 に切 られる。101住 に貼 られる。

118 B区 隅丸方形 NZｰE 528 480 38 20.7 北東隅 溝12を 切 る。

119 B区 隅丸方形 N-0ｰ 364 344 36 10.4 不明 溝12を 切 る。区域外 にかか る。

120 B区 不 明 不 明 516 <328> 32 14.0 不明 区域外 にかか る。

121 B区 不 明 不 明 668 <184> 18 8.4 不明 区域 外 にかか る。

第3表 掘立柱建物趾一覧

No. 地区 棟方向
規 模 柱 穴

備 考
桁行(m) 梁問(m) 面積(㎡) 数 規 模 形

7 B区 N-0ｰ 4.44 4.34 19.5 9 0.40^一 〇.26 円形

8 B区 N-0ｰ 4.30 3.40 14.9 9 1.76^一 〇.24 円形 領域 に土69・70を 含む。

9 B区 N18ｰE 4.90 3.78 18.4 9 0.22^一 〇.12 円形

10 B区 N6ｰW 5.00 4.80 24.9 8 1.26^一 〇.36 円形 土65・67を 含む。溝12埋 没後 に構築

11 A区 N-0ｰ 8.80 4.06 36.1 17 0.14^一 〇.80 円形 101・117住 に切 られ る。

12 A区 N9ｰW 5.04 3.56 18.1 8 0.18^一 〇.58 円形 建13と 重複

13 A区 N-0ｰ 7.92 4.40 34.9 11 0.22^一 〇.92 円形 建12と 重複

柱列1 B区 N1ｰW 全 長11.72m 9 0.48^一 〇.12 円形

第4表 土坑一覧

土 坑

No.

位 置 規 模(cm)
平 面 形 備 考

地区 グ リッ ド 長径 短径 深 さ

49 A区 N5,E15 432 200 6 不定形

50 A区 N7,E15 164 160 12 円 形 土49を 切 る。

51 A区 N11,E16 152 124 6 楕円形

52 B区 N15,W77 124 120 42 円 形 97住 を切 る。

53 B区 N11,W77 248 224 8 楕円形 97住 を切 る。 白磁(239)出 土

54 A区 N13,W10 208 162 54 楕円形 110住 を切 る。

55 A区 N11,Eユ4 36 36 10 円 形

56 B区 S11,W77 168 156 30 楕円形 溝13・20を 切 る。

57 B区 S6,W80 180 156 22 不整円形

58 B区 S12,W53 172 116 10 隅丸長方形

59 B区 S13,W47 108 <70> 22 不 明 一部が区域外

60 欠番 となる。

61 B区 N9,W67 72 52 8 楕円形 溝13を 切 る。

62 欠番 となる。

63 B区 N23,W49 208 80 6 楕円形 底部付近の全面に炭化物

64 B区 N27,W44 84 76 22 円 形

65 B区 N23,W25 楕円形 建10の 北東角 に存在。土師器(237)・ 須恵器(238)出 土

66 B区 N12,W30 54 52 16 円 形

67 B区 N21,W25 楕円形 建10の領域内に存在

68 B区 N6,W56 60 58 8 円 形

69 B区 N7,W54 100 72 10 不定形 建8の 領域内に存在

70 B区 N4,W51 不定形 建8の 領:域内に存在。白磁(240)出 土

71 A区 N8,E3 60 44 16 楕円形
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III節 遺物

1土 器 ・陶磁器(第5・6表 、図版18～23、 写真図版12～18)

① 概要

今回出土 した土器 ・陶磁器 は総量 で整理用 コンテナー12箱 分、 ほぼ180kgで ある。ほ とん どが竪穴住 居肚 を

中心 とする遺構内か ら出土 した。

種別 は、土師器 、須 恵器 、灰粕 陶器、 白磁 に分類 され る。土師器 には炭素吸着技法 によって内面 を黒色 に

した内黒土師器(黒 色土器A)、 同様 に内外面 を黒色 に した黒色土師器(黒 色土器B)を 含む。種別 ごとの量

的な比 は、土師器 が9割 を占め、残 りを須恵器 と灰粕陶器が埋 めてい る。 白磁 は数片 に過 ぎない。

時期的 にみ る と、複数 の時期 に よって構 成 され る。溝13か ら平安 時代前期、溝20か らは古墳時代 中期 の も

のが出土 してい るが数量 は少 ない。土器 ・陶磁器 の主体 となるの は平安時代後期 のもので、上記2遺 構 以外

の各遺構か ら出土 している。

図化提示 は残 りの良 い ものを中心 に、263点 を行 った。種別 の内訳 は、土師器207点(う ち内黒土 師器15点 、

黒色土師器1点 を含 む)、 須恵器8点 、灰粕陶器40点 、 白磁8点 である。 これ を百分率 にす ると、土 師器78.

8%、 灰粕 陶器15.2%、 須恵器 と白磁 がいずれ も3.0%ず つ とな る。 また、土師器 に占める内黒土師器 と黒色

土師器の比率 は7.2%と0.5%で ある。図化提示で きなか った小破片 も含 める全土器 ・陶磁器総体 における各

種別 の構成比 も、 ほぼ これ に近い数字 になる と推定す る。ただ し、 白磁 は図化率がやや高い。

② 器種 ・器形

帰属す る時期 によって、器種 ・器形 の分類が大 き く異 なるので、以下 で は時期 ご とに述べ る。平安 時代 の

器種 ・器形 の基本的 な名称 は文献1の 分類 を踏襲 したが、黒色土器(黒 色土師器)の 位置付 けや皿 の形態分

類な どには違 いが ある。

A古 墳時代の土器

土師器 の小形甕、 また は小形 の壷 と推定 され る個体が認 められ る。 「く」の字 に くびれ る頸部 を有 し、 口縁

部 は強 いヨコナ デが行 われ る。

B平 安時代 前期の土器 ・陶器

土師器杯 ・椀 、須恵器杯 ・甕 ・長頸壷の種別 ・器種が認 め られる。土師器杯 は内面 を黒色処理 した内黒土

師器(黒 色土器A)の 杯AIIで 、 口径13cm前 後 を測 る。須恵器杯 は高台が付 される杯Bと 台 のない杯Aの 双方

がある。

C平 安時代後期の土器 ・陶磁器

土師器 の器種 に は杯 ・皿 ・耳皿 ・…盤 ・椀 ・鉢 ・羽釜 ・短頸壷がみ られる。須恵器 には甕が、灰粕陶器 には

椀 ・段皿 ・瓶が、 また白磁 には椀 ・皿 ・瓶が みられ る。 このうち、主 な器種 ・器形 は以下 に述べ る とお りで

ある。

土師器杯 すべ て高台 を持 たない杯Aで あるが、小形 の杯AIIと 、中形 の杯AIIIの2器 形(法 量)が 存在 す

る。口径 は杯AIIが8.5～10.5cm、 杯AIIIは12.5cm以 上 を測 る。杯AIIは 器高がかな り低 くなってお り、口縁部

破片だ けは皿AIIと 区別 がつ けに くい個体 も多い。内外面 にロクロナデの痕跡 を明瞭 に残 し、ミガキが行 われ

る個体 はきわ めて少ない。底面 にはすべて回転糸切 り痕 が残 る。内面 にミガキを行 い黒色処理 した内黒土師

器(黒 色土器A)が わずか に混 じる。

土師器皿 すべて高台 を持た ない皿Aで あ る。小形 の皿AIIと 、 中形 の皿AIの2器 形(法 量)が 存在 す

る。口径 は皿AIIが ほぼ10cm以 下、皿AIは15cm前 後 を測 る。皿AIIは かな り平 らな体部 に突 出気味 の底部 が

付 され る特徴的な形態 を呈 し、 口縁部内側 にわずかな面 を有す。内外面 にロクロナデの痕跡 を明瞭 に残 し、
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第9図 土器器種器形一覧

底面 にはすべて回転糸切 り痕が残 る。 内面 に ミガ キ と黒色処理が行われた内黒土師器(黒 色土器A)の 個体 も

わずか にあ る。

土師器椀 大形 の椀 と小形 の小椀 の2器 形(法 量)が 存在 する。椀の寸法 はほぼ口径14～16cm、 底径5～7

cmの 範囲 にあ り、同様 に小椀 は口径9～11cm、 底径4～6cmほ どを測 る。椀 ・小椀 ともに形態 は盤BI・IIに 類

似 し、 区別 のむずか しい個体 もあるが、体部 の丸味が強 く、高台 の低い ものを椀 ・小椀 として分離 した。内

外面 にロクロナデの痕跡 を明瞭 に残 し、底面 に貼 り付 けられた高台 の内側 に回転糸切 り痕が残 る個体 も多い。

内面 に ミガ キ と黒色処理が行 われ た内黒土師器(黒 色土器A)の 個体 は、椀 にわずか に認 め られ るのみで あ

る。

土師器盤 逆 「ハ」の字形 に開 く体部 とやや丈 の高 い高台 を有 す形態 を基本 とす る。 口径20cmを 超す大形

の盤A、 口径15cm前 後 の盤BI、 口径9～11cmの 盤BIIの3器 形 が存在す る。ただ し、盤Aは 数量 的 に少な く、

かつ、脚部 までの全形 を知 り得 るものはない。いずれ も、内外面 にロクロナデの痕跡 を明瞭 に残 し、高台の

内側 にも回転 糸切 り痕が残 る。 ミガキや黒色処理が行 われ る個体 はまった くない。

土師器鉢 杯 の ご く大形 のもの(27・57・58)を 鉢 とした。杯 を相似形で大 き くした もの(27・57・58)

と、 口径 と底径 の大 きさに対 し器 高が低 く洗面器形 を呈す る もの(224)の2種 がある。前者 はロクロナ デに

よる器面調整だが、後者 はナデや指 オサエによってお りロクロナデが行われない。数量的 にみて、 いずれ も

特殊 な器形 ・形態 といえ よう。

土師器羽釜 わずかに胴張 りの深鉢 に鍔 が付 され る形態 を呈す。 口縁 か ら底部 まで接合 し、完全 に全形 を

捉 えられ る ものはない。 口径が24～28cmほ どの大形品 と16cm前 後 の小形 品の2器 形(寸 法)に 分 かれる とみ

られ るが、小形品 は数が少 な く明確で はない。 ほ とん どの個体で鍔 は全周 してい るが、 まれに全周せず偏平

横長 の突起状 に数単位 で付 される例(182二4単 位)が ある。器 肉は厚手 で、器面調整 はハケメや雑 なナデが

用い られている。

灰粕陶器椀 口径9～11cmの 小形品 と14cm以 上 の大形品の2器 形(寸 法)に 分かれる。 それぞれ土師器 の小
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椀 と椀 に対応 してい るので あろう。いずれ に も雑 な輪花椀 がわずかに伴 う。器面調整 はロクロナ デだが底面

周辺 に回転 ケズ リが行 われ る個体 も少 な くない。施 粕 は漬掛 けで雑 な ものが多い。

灰粕陶器段皿 高台 を持 ち、体部 内面 にのみ段 を有す る形 態で、 口径10～12cmの 小形 品が主体 を占めるが、

口径13cmを 超 える個体 もわずか に認 め られ る。器面調整 はロクロナデで底面周辺 に回転 ケズ リが行 われ る。

成形や施粕 に雑 なものが多い。

白磁 全数で27片 の出土 。その一覧 を第6表 に示 した。 この うち図化提示 で きたのは8点 にす ぎず、全形

を知 るものはない。小破 片で、椀 の一部 と推定 され る程度 の ものが大半 である。器種 として は椀、皿、瓶 類

(壷?)が 認 められ る。椀 の口縁部 には大 きな玉縁 、小 さな玉縁、端反 り、反 りなしの各種 がある。椀 ・皿

ともに内面見込部 に圏線(凹 線)が み られ る。

③ 土器群

竪穴住居肚や溝 の中に は、 まとまった数量 の土器が 出土 したものが ある。 これ らの遺構 出土土器 について、

出土状態 を検討 した上 でそれ ぞれ各遺構 出土土器群 として認定 し、器種 ・器 形組成 を概観 したい。対 象 とな

る遺構 の種類 は竪穴住居祉 と溝で ある。

第99号 住居趾出土土器群 炭化材 と礫 が多量 に遺存す る住居吐 の床面付近 か ら多数が出土 した。 ただ し、

地点的 に集中す る傾向 はな く、住居吐内の各地 に散乱 して存在 した。 したがって、特殊 な廃棄状況 は想定で

きないが、炭化材 の形成や礫 の投棄 とほぼ同 じ時間幅のなかで廃棄 ・遺棄 された もの と推定 する。

種別 は土 師器、灰粕陶器 、白磁か ら構成 され る。白磁 は2片 のみで あるが、本肚 に切 られる100住 出土 の8

片 と接合 している。器種 ・器形で は皿AII・ 杯AII・ 杯AIII・ 盤BI・ 盤BII・ 椀 ・短頸壷 ・羽釜 の計16点 が図

化で きている。器種 ご との種別 は、椀 は土師器 と灰粕 陶器、短頸壷が黒色土師器(黒 色土器B)で 、他 はすべ

て土師器 が占める。

第104号 住居趾 出土土器 群 本肚 には上層か ら下層 にわ た り多数 の礫が投入 されていたが、土器 ・陶磁器 も

それ らの礫 の間か ら点々 と出土 した。覆土の土層 は上下2層 に分 けられ たが、礫 の投入 は継続 して行 われた

ようであ り、土器 ・陶磁器 も礫 と同時 に廃棄 された もの と推定 する。 したがって、本吐出土 品 はある程度 の

時間幅 の中で捉 えるべ き土器群 と考 える。

種別 は土師器 と灰粕陶器 が主体 をなし、わずか に内黒 土師器(黒 色土器A)が 混 じる。器種 ・器形 には杯A

II・杯AIII・ 盤BI・ 盤BII・ 椀 ・鉢の計19点 が図化提示で きている。椀 に土師器 と灰粕陶器 の2者 がみ られ

るが、他 の器種 ははほ とん どが土師器 で占め られ る。

第107号 住居 趾出土土器群8m×6.6mを 測 る大形 の竪穴住居吐覆土か ら多量 の土器 が出土 し、総量 で整理

用 コンテナー3箱(約40kg)を 数 える。本吐中央部 か ら東側 の覆土上層 には多数 の礫が点在 していたが、土

器 の出土地点 はそれ らの礫 とは相 関がな く、下層の北西部、中央部北側、北東隅部 および南東隅部 にそれ ぞ

れ ま とまっている(図 版6参 照)。 しか し、個々の土器 出土状況 は重 ね られた り、配列が感 じられ る様子 はま

った くな く、正位や逆位な どさまざ まな形態 を示 した。無差別 に廃棄 されたか、棚や台、 または箱 のような

施設 に置かれ ていて、施設 の崩壊腐朽 とともに散乱 したな ど、いろいろな状況が想定 で きるが、いずれ にせ

よ下層の覆土形成 に先行 、 また はほぼ同時 に生 じた状況であ ろう。 したがって、器種器形 の組み合 わせや比

率 に意 図的 な ものを読 み取 ること有効性 の問題 は残 るにして も、廃棄の同時性 を有 する土器群 と認定 で きよ

う。

種別 は土師器、灰粕 陶器、 白磁か ら構成 され るが、圧倒的 に土師器が多 く、白磁 は小破片1点 にす ぎない。

土師器 の中にはわずかに内黒土師器(黒 色土器A)が 含 まれてい る。器種 ・器形で は皿AI・ 皿AII・ 杯AII・

杯AIII・ 盤A・CBI・ 盤BII・ 椀 ・小椀 ・段皿 ・耳皿 ・甕 ・羽釜 ・瓶(底 部 のみ)の 実 に計90点 が図化で き

た。椀 に土師器 と灰粕陶器 の2者 がみ られ、段皿 は灰粕陶器 に限 られ るが、他 の器種 ははほ とん どが土 師器
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で 占められ る。

第113号 住居 趾出土土器群 本吐南西か ら中央部 にかけての覆土上 層(第1層)に ま とまって礫 が投入 され

てお り、その礫 間お よび礫下部 のか な り床 面 に近 い位置 か ら点在 して出土 した。 図化提示 した ものの うち、

170・171・173・180は 明 らか に礫下 の床面 に近 い位置 にあ り、 それ らと182の 羽釜以外 は礫 中 また は上層 の出

土、182の 羽釜 は本吐南部 の広い範 囲に上層か ら下層 にわたって破片が散 らばっていた。この状況か らは170・

171・173・180の4点 が まず遺棄 され、続いて礫 の投入 とともに他 の土器 が廃棄 された と捉 えたい。 したが っ

て、厳密 には床付近 の4点 を第113号 住居吐下層土器群 、他 を第113号 住 居吐上層土器群 と区別 するが、編年

的な時期差 はほ とん ど認 め られない。

種別 は土師器が主体 をな し、わずかに灰粕陶器が混 じる。器種 ・器形 には杯AII・ 杯AIII・盤A・ 盤BII・ 椀 ・

羽釜の計17点 が図化提示で きてい る。椀 に土師器 と灰粕 陶器 の2者 が みられ るが、他 の器種 ははほ とん どが

土師器 で占め られ る。

第117号 住居 趾出土土器群 本吐の中央部 か ら壁 のやや内側 まで の上層及 び下層 の上部 に多量 の礫 が びっ

しりと投入 してあ り、土器 はそれ らの礫 中 よりは外周部 の壁 やカマ ドに近い位置 か ら主 に出土 した。深 さは

覆土上層お よび下層 の上部で、床面 まで降 りる ものは少ない。 この ことか ら、礫 の投入の寸前 の本吐外周部

に土器 を廃棄(遺 棄)し 、引 き続 いて礫 を投入 した状況が推測 で きる。時間的 にはか な り同時性 を有す る土

器群 と考 えたい。ただ し、須恵器 の大甕破 片 は礫間 よ り出土 してお り、礫 と同一 に扱われて投入 され た もの

と推定す る。

種別 は土師器、灰粕 陶器 お よび須恵器 か ら構成 され るが、量 的に は土師器が多い。土師器 の中にはわずか

に内黒土師器(黒 色土器A)が 含 まれてい る。器種 ・器形で は杯AII・ 杯AIII・ …盤BII・ 椀 ・小椀 ・段皿 ・耳

皿 ・大甕 ・羽釜 の計21点 が図化 で きてい る。椀 に土師器 と灰粕 陶器 の2者 がみ られ、段皿 は灰紬陶器 に限 ら

れ るが、他 の器種 ははほとん どが土師器で 占め られる。須恵器 は大甕 の1点 のみである。口縁 と底部 を欠 く

が、頸部径33cmを 測 る巨大 な もので、お そら く須恵器 は この種 の大形貯蔵器 にわずか に残存 するのみで あろ

う。

第13号 溝 趾出土土器群 大形 の流路で ある溝13の 底部付近か ら、点々 と出土 した。図化提示で きた ものは

8点 のみで量 的に少 な く、出土地点 も離れてい る。 しか し、各個体が あま り分離せず に原型 を保 って出土 し

た ことと、溝底 に点在す る出土状況が類似す ることか ら、廃棄 の状況 にか な り同時性 を有 す る土器群 として

扱 いたい。

種別 は土師器 と須恵器で構成 され るが、土師器 は1点 を除 きすべて内黒土師器(黒 色土器A)で あ る。器種 ・

器形 は杯(杯AIIの 平安時代前期段 階の もの)・ 椀 ・大甕 ・長頸壺が あ り、杯 は土師器 と須恵器(杯AIIは 軟

質須恵器)、 椀 は土師器で、他 は須 恵器 となってい る。

④ 編年的な位置

当地域での奈 良 ・平安時代 の編年案 は、長野県埋蔵文化財セ ンターによって松本市内奈 良井川西岸部諸遺

跡 における編年(文 献1)と 塩尻市吉 田川西遺跡の もの(文 献2)の2本 が提示 され、現段階で は最 も有効

と考 える。 これ を基軸 に、 当遺跡の土器群 の編年的な位置 を把握 したい。具体 的には、上記 の代表的な土器

群 における、焼 き物 の種別構成、器種器形組成、特徴 的な器種 の寸法(法 量)、 とい う3段 階で検討 を行 いた

いo

種別構成 第13号 溝吐 出土土器群(以 下 「溝13土 器群」 と略称 。他 の土器群 も同様)を 除 く他 の土器群 で

は土師器 と灰粕陶器 で構成 され る特徴 がある。 まれ に白磁、内黒土 師器(黒 色土器A)が 伴 っている土器群 も

あるが、 その数量 は非常 に少 ない。 この構成 は文献1に よる 「12期」以降、あるい は文献2に よる 「SB84段

階」以降 に相当す ると考 える。ただ し、 白磁 の共伴 は文献1・2と もに、最終段 階の 「15期」「SB31段 階」とな

27



っている。

一方、溝13土 器群 は須恵器 と内黒土師器(黒 色土器A)が 種別構成 の主体 を占め、 しか も須恵器 には軟質須

恵器 を含むため、文献1に よる 「7期 」か ら 「8期 」、文献2に よる 「SB144段 階」か ら 「SB111段 階」に相

当 しよう。

器種器 形組成 溝13土 器群 を除 くと、杯AII・III、 …盤BII、椀 が主体 となる104住 ・113住 ・117住 土器 群

と、 この組成 に皿AII・1が 加 わ る99住 土器群 と107住 土器群 の2分 別 が可能 となる。文献1に よれば盤Bは

「11期」か ら 「15期」、皿Aは 「14期」 に存在 し、 また、文献2で も盤Bは 「SB94段 階」か ら 「SB31段 階」、

皿Aは 「SB32段 階」か ら 「SB74段 階」 に存在が認 め.られている。 したが って、104住 ・113住 ・117住 土器群

が先行 し、「12期」～ 「13期」、「SB84段 階」 に併行 。99住 土器群 ・107住土器群が これ に続 き 「14期」、「SB32

段階」～「SB74段 階」 に併 行 とな る。

問題 は、99住 土器群 と107住 土器群 におけ る皿A(特 に皿AII)と 少量 なが らも存 在す る白磁 の共 伴で あ

る。繰 り返 すが、皿Aは 「14期」、 「SB32段 階」か ら 「SB74段 階」に対 し、 白磁 は次期 の 「15期」「SB31段 階」

である。皿Aの 存在時期 と型式変化 を検討 する必要が あろう。

特徴的 な器種 の寸法(法 量)構 成 先 に とりあげた各土器群 における杯AIIの 寸法(法 量)は 次の とお りで

ある。

99住(1点 のみ):口 径9.8cm、 底径6.0、 器高1.6

104住(2点):口 径9.1～10.4cm(平 均9.75cm)、 器 高1.9～2.0(平 均1.95cm)

107住(31点):口 径8.4～10.4cm(平 均9.33cm)、 器 高1.6～2.5(平 均1.97cm)

113住(5点):口 径9.2～10.2cm(平 均9.72cm)、 器 高2.0～2.3(平 均2.13cm)

117住(6点):口 径8.9～10.2cm(平 均9.52cm)、.器 高1.4～2.7(平 均2.09cm)

標本数の少 ない99住 や104住 での言明 はで きないが、いずれの数値 も文献1・2に 当て はめ ると「13期」「SB32

段階」以 降に相 当す る。 また、113住 ・117住土・器群 に対 し、107住 土器群 にお ける杯AIIは 口径、・器高 ともに

わずかな縮小傾 向を示 してい る。

皿AIIの 検 討 今 回出土 の皿AIIは 突 出気味で厚手 の底部 と口縁部 内側 のわずかな平 坦面が特徴(Type2

と仮称 す る。)で 、107住 の土器群 によって全貌が窺 える。 しかし、文献1・2と もに皿AIIの 特徴 は 「口縁端部

の(上 方へ つ まみ上 げるような:筆 者加筆)面 取 り」(Type1と 仮称 する。)と され、か ろうじて文献2で 新 し

い段階 の もの は底部 が厚 く仕上 げられ る とい う指摘が な されてい る。 ところが、今 回の出土品 の中 には、

Type1に 近 い個体 は107住66の1点 のみで、 同住79・80な どには口縁端部外側 にわずかな面 も感 じられ るが、

いずれ も口縁部 内側の平 坦面の方が印象的である。そ もそも、皿AIIは 文献3及 び文献2で 畿 内の土師皿の影

響下 に成立 した可能性 が指摘 されてお り、 この視点 は妥当な もの と評価 で きる。基本的 には、Type1・2と も

に、口縁端部 の加工変形 とい う点で は同系統 と捉 えて間違 いはある まい。したがって、単純 に考 えれ ぼ、Type2

はType1の 端部面取 りに よる内面受 け口部分が退化 して単 なる平坦面 とな り、外側の面 は失われた もので、時

期差 による形式変化の結果 と捉 える ことも可能で ある。文献2で は皿AIIの 変化 について、SB31段 階 になる

と小型化 した杯AIIIと 法量 が一一致 し「取 り込 まれて しまうようである」と推測 してい るが、法量の面 で は同 じ

で も、あ くまで も皿AIIを 意識 した形態が作 られた状況 も想定 したい。

加 えて、文献4で はType2類 似の 口縁端部内側 に沈線 をめ ぐらす皿AIIの 存在 が確認 されてお り、これ らの

違 い は、単 に時期差 に起 因する型式変化 なのか、 それ とも地域の中の小地域での差、 あるい は模倣 の範型 の

違 いに よるのか な ど、案外、未解決の問題 を内包 してい る可能性 が高 い。

土器群の時期 以上 の既存編年 に対置 させ た検 討 を次のように整理 したい。すなわ ち今回調査 の良好 なま

とまりを もつ各遺構 出土 の土器群 は、時期的 にみた場合、以下の三群 に大別統合 で きよう。 その他、土器群
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として取 り上 げ られなか った遺構出土品や検 出面 出土品 は、 ほ とん どが第3群 の時期 に属 し、特 に ピッ ト、

建物吐 は第3群 後半が多 い と考 えてい る。

(平田本郷III出土土器第1群:溝20出 土土器 が相 当。古墳時代中期。)

平 田本郷III出土土器第2群:溝13出 土土器群 が該 当。文献1「7期 ～8期 」、文献2「SB144～111段 階」相

当。平安時代 前期(9世 紀後半)

平 田本郷III出土土器第3群 前半:第104・113・117号 出土土器群が該当。文献1「13～14期 」、文献2「SB32

～74段 階」付近相 当。平安時代後期(11世 紀後半)

平田本郷一III出土土器第3群 後 半:第99・107号 出土土器群 が該 当。文献1「14～15期 」、文献2「SB74～31段

階」付近相 当。平安 時代後期(12世 紀)

参考文献

文献1:長 野県教育委員会1990『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書4一 松本市内 その1一 総論編』

文献2:長 野県教育委員会1989『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書3一 塩尻市内 その2一 吉田川西遺跡』

文献3:原 明芳1988「吉田向井遺跡 古代末期の焼物」『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書2一 塩尻市内その1一 』

長野県教育委員会

文献4:竹 内靖長1992「平安時代の土器 ・陶器」『松本市堀の内遺跡』松本市教育委員会

2鉄 器 ・鉄製品(第7表 、 図版24～26、 写真 図版19・20)

総計123点 出土 した。 このうち56点 を図化 した。すべて鉄製で、器種 には刀子、釘、鉄津、鎌、鉄鐸、苧 引

鉄、紡錘車、鎖、鉄鍬 不 明品、鉄津 な どがみ られる。 ほ とん どの鉄製品 は竪穴住居吐 の覆土中か ら出土 し

てい る。遺構別 に出土 点数 をみる と107住 で47点 と最 も多 く、次いで120住17点 、99住10点 、100住8点 となっ

てい る。特 に107住 と99住 は器種 も豊富で あ り、鉄鐸 を出土す る。以下 では器種別 に叙述す る。

刀 子12点 出土 した。 この うち10点 を図化 した(1・15・16・20・41・42・43・51・53・56)。1・43・53が特徴 的で

ある。1は2つ の個体が接着 した ものか1個 体 であ るか判然 としない。上下 の個体 とも茎部 の断面 はほぼ正

方形 を呈 してい る。下方 の個体 は刃部 に比べ茎部 が長 く棟関で ある。あ まり類例 をみない もので ある。43は

茎部端が欠損 している ものの、全長 は240mm、・身部 の最大幅35mmと 大 きい。53は 身部中央 に最大幅 を持 ち、刃

側 は庫線的で棟側 は湾 曲 してい る。

釘29点 出土 した。 この うち11点 を図化 した(10・19・21・30・31・32・33・34・35・45・48)。107住 か ら17点 出土

している。

鎌6点 出土 しすべて を図化 した(4・5・6・44・49・54)。99住 で3点 出土 してい る(4・5・6)。44と49は 完形

品。4・5・54は折 り曲 げられている。49は 通常 とは逆 に着柄部端部が折 り返 され ている。

鉄 鐸5点 出土 しすべてを図化 した(12・36・37・38・46)。99住 で1点(12)、107住3点(36・37・38)、 溝

11で1点(46)出 土 した。12・36・37・38は完形 品。12は 頭部 に穿孔 されてい る。36は 内部 に棒状品が付着 して

お り舌 か もしれ ない。

苧引鉄4点 出土 しすべてを図化 した(7・8・17・47)。 完形 品 は7と17。 ともに端部 に木質部が残存 してい

る。

紡錘 車2点 出土 した。2点 を図化 した(9・39)。2点 とも輪部。9に は軸孔が み られ、39は 軸部が残存 し

てい る。 それぞれ中央部が厚 く縁部 に向か って徐々 に薄 くなってい く。

鎖2点 出土 した。 この うち1点 を図化 した(28)。2点 とも107住 よ り出土 してい る。28は4個 の輪が繋

が る。

鉄 鎌i3点 出土 しすべて を図化 した(22・40・52)。 支献1の 分類 に従 う と22と52億VIIC類 、40はVI類 に相

当す る。
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不明品23点 出土 した。 このうち14点 を図化 した(2・3・11・13・14・18・21・23・24・25・26・27・29・50・55)。形状

か ら板状不 明品、棒状不明品、筒状 不明品に分かれ る。 この うち18と29は 特徴的であ る。18は 棒 状品が板状

品を貫いてお り、棒状品 の片方 の端部 は潰 され ている。棒状 品 は板状品 を止 める役割 をしていたのだろうか。

表装具の一部分 か。29は断面方形でU字 形 を呈 する。断面 の大 きさは身部が ほぼ一定なのに対 し端部 の幅が小

さ く、先端 に向か うに したが って細 くな ってい く。

鉄1宰28点 出土 した。形状 か ら塊 状鉄 津、椀状 鉄 津 に分 かれ る。総 重 量 は1439.62g、 重 量 範 囲 は2.

18～163.32g、 重量平均 は55.37gで ある。107住(9個 。総重量242.97g)と120住(10個 。総重量817.11g)で

比較的多 く出土 している。

参考文献

文献1:長 野県教育委員会1989『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書3一 塩尻市内 その2一吉田川西遺跡』

3石 器 ・石製 品

砥石1点(図 版26-57)と 礫石錘2群 が出土 してい る。

砥石 は第118号 住居吐か ら出土 した。粘板岩製で、長 さ9.3～10.4cm、 幅4.2～4.7cm、 厚 さ0.9～1.4cmを 測

る扁平長方形 、重量1ま92gで あ る。前後 の両主面 と片側面 に磨面 を有す。また、上下面 と両側面 に荒 削 りによ

る成形痕跡が残 る。

礫石錘 は第98号 住居吐 と第112号 住居吐か ら出土 した。いずれ も、長楕円体 の 自然礫が3～4個 かた まって

住居床上 に遺 存 していた もので、出土状態 か ら錘編み等 に利用 した石錘 の.__.部と判断 した。第98号 住居肚出

土 品は礫3点 で、最大長85.2～140.1cm、 最大幅40.4～54.6cm、 重量80.4～320.Ogと 大 きさにかな り違 いが あ

る。第112号 住居肚 出土品 は最大長123.1～143.1cm、 最大幅34.1～39.4cm、 重量122・9～215.4gと 規格が揃 っ

ている。いずれの群 もこの点数で は編物 には不足で、本来 の数 の一・部で あろう。

4そ の他の遺物

第110号 住居肚 か ら漆紙が 出土 してい る(図 版26-58に 平面図 を示す。断面 図 は破損の心配が あ り作成 で き

なかった)。 口径15.1cmを 測 る土 師器杯AIIIの 内面 ほぼ中心 に付着 してお り、平面形 は直径10cmの 円形 を呈

す。全体的 に細 かい霰が よってお り、端部 で観察す ると複数枚の紙 が重 なっているように もみ える。表面 の

紙 と下方の紙 で は霰 のよ り方が違 ってい る。 また、表面 の紙 には漉いた時 の目のような平行線が全面に浮 き

出ている。当初、平面形態が あま りにも円形 に整 っているので、漆椀 か皿 の木質部 が失 われ、漆皮膜 のみが

土師器杯 内 に残 った もの とも考 えたが、漆 の溜 まった部分 に接 した紙 のみが 円形 に残 った と解釈 し、漆紙 と

して報告す る。なお、赤外線 カメラ、 フィルム によって墨書の存在 を調べ たが、それ らしい もの は発見で き

なか った。杯 の内面 には、漆紙 の周囲に も薄 く漆状 の黒色物が付着 している。
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第5表 土器観察表

No. 出土地点・注記 種別 器形
口径

(cm)

底径

(cm)

器 高

(cm)
残 存 度 成形 ・調整 ・形 態の特徴 実測番号 備 考

1 98住P1 土 皿AI (12.8) 口1/10 ロクロナデ 98-1

2 98住 フク土 土 小形甕 (6.6) 底完 内外ロクロナデ、 回転糸切 98-2 内面炭化物付着

3 98住No.1・4・6・7・
8・9・ カ マ ド

土 羽釜 (25.0) 口7/8、 鍔完 内外ハケメ(内面下半摩滅)、鍔貼付 98-3 鍔全周

4 99住 フク土 土 皿AII 8.6 4.0 2.0 口1/2、 底完 ロクロナデ、回転糸切 99-3

5 99住SE 土 皿AII (9.4) (4.4) (2.3) 口1/10、 底1/3 ロクロナデ、回転糸切 99-13

6 99住No.16 土 杯AII (9.8) 6.0 1.6 口2/5、 底完 ロクロナデ、回転糸切 99-4 端部黒変

7 99住SW 土 盤BII (9.8) (6.4) (3.1) 口1/10、 底1/5 ロクロナデ、付高台、回転糸切 99-14

8 99住 土 盤BI (9.2) 高台1/6 付高台 99-15.

9 99住 床 土 杯AIII? (14.4) 口1/6 ロクロナデ 99-5

10 99住No.1 土 椀 13.7 6.0 4.5 口3/4、 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 99-2

11 99住No.47 土 椀 底完 ロクロナデ 内面 ミガキ後黒色処理、回転糸切 99-12 黒色A

12 99住No.3 土 短頸壷 6.3 4.4 4.4 ほぼ完 ロクロナデ、回転糸切、内外面黒色処理 99-16 黒色B

13 99住No.27・34・50・
NE

灰 椀 (10.6) (6.0) (3.5) 口1/3、 底1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切 99-9

14 99住 床 ・NW・ 検 灰 椀 (11.2) (s.o) (3.5) 口1/3、 底1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切 99-8 転用硯?

15 99住No.23 灰 椀 (16.0) 口1/3 ロクロナデ 99-7 輪花椀 ,

16 99住No.19・51・56 灰 椀 (15.2) (s.o) (5.6) 口1/3、 底1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切 99-6 転用硯

!7 99住No.7・24 灰 椀 (17.6) (7.4) (5.9) 口1/8、 底2/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切 99-11 転用硯

18 99住No.39・100住N

床 ・W
白 椀 (17.6) 口1/8 ロクロナデ、見込部圏線 白99-1 100住 と接合

19 99住No.36・37・38・
43・44・53・NE

土 羽釜 (24.0) 口1/4
口縁 ・鍔 ヨコナデ、胴部板ナデ、鍔内面指頭
圧痕

99-1

20 100住No.5 土 皿AII 9.0 4.6 1.6 ロー部欠、底完 ロクロナデ、回転糸切 100-3

21 100住No.6 土 杯AII 8.8 5.1 1.2 口完、底完 ロクロナデ、回転糸切 100-2

22 100住No.7 土 杯AII 9.0 5.0 1.6 口完、底完 ロクロナデ、回転糸切 100-1

23 100住 床 土 椀? 4.6 底完 ロクロナデ 100-4

24 100住No.9 土 小椀 (4.2) 高台1/2、 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 100-5

25 100住 フク土 土 皿A? (16.2) 口1/12 ロクロナデ、内面黒色処理 100-6 黒色A

26 101住No.7 土 皿AII (8.2) (3.8) 1.7 口1/6、 底完 ロクロナデ、回転糸切 101-3

27 101住No.6 土 鉢 22.2 10.5 5.8 口1/5、 底完 ロクロナデ、回転糸切 101-1 内面炭化物

28 101住NW 土 椀 (15.6) 口1/4 ロクロナデ 101-2

29 101住NW 灰 椀 (7.4) 底1/4 ロクロナデ、付高台、回転糸切 101-4

30 102住 フ ク土 土 杯AII (9.0) (4.4) (1.8) 口1/4、 底1/4 ロクロナデ、回転糸切 102-4

31 102住 フク土 土 小椀 (9.2) (5.0) (2.9) 口1/6、 底1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切 102-3

32 102住No.12 土 盤BII 10.1 5.2 2.9 口1/2、 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 102-2

33 102住 フク土 土 椀 6.1 高台3/4、 底完
ロクロナデ、内面横 ミガキ、付高台、回転糸

切、内面黒色処理
102-5 黒色A

34 102住No.2 土 椀 6.4 高台3/4、 底完
ロクロナデ、内面放射状 ミガキ、付高台、回

転糸切、内面黒色処理
102-6 黒色A

35 102住No.10 土 杯AIII 15.0 7.6 4.6 口1/4、 底完 ロクロナデ 内面に稜、回転糸切 102-1

36 102住No.3 須 杯AIII (6.8) 底1/4 ロクロナデ、回転糸切 102-7 混入

37 103住 検 灰 椀 (6.2) 底3/4 ロクロナデ、付高台、底部回転ヘラケズリ 103-2

38 103住No.2 灰 椀 (14.8) 口1/5 ロクロナデ 103-1 軟質

39 106住No.1・P2 土 盤BII 9.25 5.95 3.4 口ほぼ完、底 完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 106-2

40 106住 土 盤BII? (10.4) 口1/6 ロクロナデ 106-3

41 106住 検 土 杯AIII (6.2) 底1/4 ロクロナデ、回転糸切 106-1

42 106住NE 土 杯AIII (15.4) (8.6) 3.8 口1/6、 底1/3 ロクロナデ、回転糸切 106-4

43 106住NW 灰 椀 (17.8) 口1/8 ロ クi7ナ デ 106-5

44 104住 フク土 土 杯AII 9.1 5.75 2.0 口1/4、 底3/4 ロクロナデ、回転糸切 104-4

45 104住 フク土 土 杯AII (10.4) (7.2) 1.9 口1/8、 底1/4 ロクロナデ、回転糸切 104-5

46 104住No.2 土 杯AIII 5.3 底完 ロクロナデ、回転糸切 104-9

47 104住 フク土 土 杯AIII (13.6) (6.0) 3.2 口1/8、 底1/6 ロクロナデ、外面一部ケズリ、回転糸切 104-8

48 104住No.2・ カ マ ド 土 椀 7.4 底1/2 ロクロナデ、付高台 104-11

49 104住 フク土 土 椀 (13.2) 口1/8、 底1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切 104-18 高台欠

50 104住SE 土 盤BII? (10.2) 口1/8 ロクロナデ 104-19

51 104住No.4 土 盤BII (9.8) 6.2 2.8 口1/4、 底完 ロクロナデ、付高台 104-3

52 104住No.7 土 盤BII 9.8 5.45 3.2 口3/4、 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 104-2 口唇部にタール付着

53 104住 カマ ド 土 盤BI (15.8) 口1/8 ロクロナデ 104-16

54 104住No.4・ カ マ ド 土 盤BI? (16.2) 口1/10 ロクロナデ 104-15

55 104住 フ ク土 ・カ マ
ド

土 盤BI (15.55) 7.75 5.25 口2/5、 底完 ロクロナデ、付高台 104-1 見込部スス付着

56 104住No.3・ カマ ド 土 皿? (17.2) 口1/2 ロクロナデ、内面黒色処理 104-10 黒色A

57 104住 ベ ル ト 土 鉢? (21.6) 口1/16 ロクロナデ、内面黒色処理? 104-17 黒色A?
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58
104住No.3・ フ ク

土 ・ベ ル ト
土 鉢 (28.1) 口1/20、 体 部1/6 ロクロナデ 104-7 内外黒褐

59 104住 灰 椀 (14.2) 口1/10 ロクロナデ、内面沈線 104-12

60 104住No.1・ カ マ ド 灰 椀 底1/4 ロクロナデ、付高台 104-14 高台剥離

61 104住NE 灰 椀 (5.2) 底1/4 ロクロナデ、付高台 104-13

62 104住No.9 灰 椀 7.6 底1/2 ロクロナデ、付高台、底面回転ケズリ後ナデ 104-6

63 107住NW 土 皿AII (8.2) (4.0) 1.25 口1/4、 底1/4 ロクロナデ、回転糸切 107-77

64 107住P10・No.1 土 皿AII (9.6) (3.4) 1.4 口1/6、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-21

65 107住NW 土 皿AII (8.6) (4.6) 1.5 口1/4、 底1/3 ロクロナデ、回転糸切 107-74

66 107住 フク土 土 皿AII (10.7) (5.8) 1.6 口1/6、 底1/3 ロクロナデ、回転糸切 107-76 端部肥厚

67 107住No.53 土 皿AII 9.9 5.6 1.5 口3/4、 底3/4 ロクロナデ、回転糸切 107-10 器形歪み

68 107住P1・No.3・4 土 皿AII 9.65 4.4 1.55 口3/4、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-19

69 107住No.54 土 皿AII 9.7 5.0 1.7 口1/2、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-23

70 107住NW 土 皿AII (s.s) (5.0) 1.6 口1/6、 底3/4 ロクロナデ、回転糸切 107-33

71 107住SE 土 皿AII (8.5) (3.6) 1.8 口1/3、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-47

72 107住P1・No.2 土 皿AII (8.2) (3.4) 1.5 口1/3、 底1/3 ロクロナデ、回転糸切 107-20

73 107住No.23 土 皿AII 口2/3、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-11

74 107住No.57・ ベ ル ト 土 皿AII 8.9 3.9 1.8 口1/2、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-51

75 107住No.4 土 皿AII (7.7) (3.2) 2.1 口1/2、 底1/2 ロクロナデ、回転糸切 107-46

76 107住No.63・NE 土 皿AII 8.4 3.8 1.9 口2/3、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-15

77 107住No.22 土 皿AII 8.8 4.0 2.0 口1/2、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-17

78 107住No.51 土 皿AII 9.0 4.2 2.0 口3/4、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-24

79 107住 床 ・ 土 皿AII 8.6 4.0 2.0 口1/2、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-70

80 107住No.60・'ベ ル ト 土 皿AII 8.6 3.8 2.1 口完、底完 ロクロナデ、回転糸切 107-34

8! 107住No.80 土 皿AII (8.6) (3.8) 1.9 口1/2、 底5/6 ロクロナデ、回転糸切 107-49

82 107住No.48 土 皿AII 8.5 2.2 2.1 口1/4、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-48

83 107住P1・No.6 土 皿AII (9.2) (4.8) 2.2 口1/2、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-18

84 107住No.5 土 皿AII 9.85 4.2 2.1 口3/4、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-67 内外面黒変

85 107住No.65 土 皿AII (9.4) (4.0) 2.1 口1/2、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-14

86 107住No.1 土 皿AII 9.6 4.0 2.1 口3/4、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-40

87 107住NW 土 皿AII (8.2) (3.4) 2.25 口1/3、 底4/5 ロクロナデ、内面沈線状、回転糸切 107-41

88 107住NW 土 杯AII (8.4) (4.4) 1.8 口1/6、 底1/4 ロクロナデ、回転糸切 107-75

89 107住No.78・Wベ
ル ト

土 杯AII 9.2 5.5 1.6 口完 、底完 ロクロナデ、回転糸切 107-7

90 107住No.46 土 杯AII 9.5 5.2 口ほぼ完、底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-39

91 107住No.20
r'

土 杯AII 8.5 5.0 1.8 口3/4、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-27

92 107住No.57・ ベル ト 土 杯AII (9.6) (5.6) 1.7 口1/8、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-50

93 107住No.85 土 杯AII 8.7 5.2 1.6 口2/3、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-26

94 107住No.82・NE 土 杯AII 8.5 4.8 1.7 口3/4、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-28

95 107住No.73・ ベル ト 土 杯AII 9.5 5.6 1.75 口1/4、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-45

96 107住No.69・Wベ ル ト 土 杯AII 9.5 5.5 1.8 口1/3、 底ほぼ完 ロクロナデ、回転糸切 107-42

97 107住No.26 土 杯AII 9.6 4.8 2.0 口1/2、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-25

98 107住 フク土 土 杯AII (9.2) (5.4) 2.0 口1/4、 底5/6 ロクロナデ、回転糸切 107-72

99 107住No.24 土 杯AII 8.6 4.6 2.0 口完、底完 ロクロナデ、回転糸切 107-43

100 107住No.43 土 杯AII 9.4 4.6 1.8 口完、底完 ロクロナデ、回転糸切 107-44

101 107住No.75・Wベ ル ト 土 杯AII (10.2) (5.2) 1.8 口1/6、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-38

102 107住No.72・Wベ ル ト 土 杯AII 9.3 5.0 2.05 口完、底完 ロクロナデ、回転糸切 107-8

103 107住No.59・ ベル ト 土 杯AII (9.4) (5.0) 2.2 口1/6、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-37

104 107住SE 土 杯AII (9.4) (5.4) 1.8 口1/4、 底1/3 ロクロナデ、回転糸切 107-73

105 107住No.61・ ベ ル ト 土 杯AII (9.6) (4.6) 2.1 口1/4、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-30

106 107住No.32 土 杯AII 8.8 5.4 2.3 口2/3、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-13 内面黒変

107 107住No.92・ ベ ル ト 土 杯AII 9.3 4.8 2.1 口3/4、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-32

108 107住No.12 土 杯AII (10.0) (5.0) 2.1 口1/4、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-22

109 107住No.74・Wベ ル ト 土 杯AII (9.8) 口1/4 ロクロナデ、回転糸切 107-56

110 107住No.77・Wベ ル ト 土 杯AII 9.0 5.0 2.0 口2/3、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-12

111 A区107住No.83 土 杯AII 10.0 5.4 2.2 口完、底完 ロクロナデ、回転糸切 107-52

112 107住No.81・NE 土 杯AII 9.0 5.2 2.1 口完、底完 ロクロナデ、底部回転糸切 ・一部ハケメ 107-9

113 107住No.89・NW 土 杯AII 10.4 5.5 2.0 口完、底完 ロクロナデ、回転糸切 107-6

114 107住No.45 土 杯AII 9.4 5.5 1.9 口ほぼ完、底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-35

115 107住No.70・Wベ ル ト 土 杯AII 9.5 5.8 2.1 口1/2、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-29

116 107住No.58・ ベ ル ト 土 杯AII 9.4 5.3 2.5 口ほぼ完、底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-31

117 107住No.91・NW 土 杯AII 9.2 4.8 2.4 口3/4、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-36
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118 107住SW 土 杯AII (s.s) (3.8) 2.1 口1/10、 底1/4 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、回転糸切 107-86 黒色A

119 107住NW 土 杯AII (8.6) (3.5) 2.2 口2/3、 底1/4 ロクロナデ、内面 ミガキ後黒色処理、回転糸切 107-82 黒色A、 口縁付 近
タール付着

120 107住P18 土 杯AIII (6.8) 底1/2 ロクロナデ、回転糸切 107-16

121 107住No.62・ ベル ト 土 杯AIII (5.8) 底1/4 ロクロナデ、回転糸切 107-55

122 107住NW 土 杯AIII (6.6) 底3/4 ロクロナデ 107-88 内外摩滅

123 107住NW 土 杯? (13.2) 口1/3 ロクロナデ 107-78

124 107住No.3 土 杯AIII (14.0) (4.8) 4.4 口1/3、 底1/5 ロクロナデ、回転糸切 107-53

125 107住No.1・2P15 土 杯AIII 12.8 5.6 3.6 口1/2、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 107-64

126 107住No.4 土 杯AIII (13.8) (5.4) 3.3 口1/8、 底1/3 ロクロナデ、回転糸切 107-54

127 107住No.19 土 椀 (13.6) 6.6 4.7 口1/4、 高台2/3 ロクロナデ、付高台 107-71

128 107住No.94 土 椀 (6.8) 底2/3 ロクロナデ、内面 ミガキ後黒色処理、付高台 107-84 黒色A

129 107住No.52 土 小椀 (11.0) (6.2) 3.2 口1/4、 底 ほぼ完 ロクロナデ、内面に稜、付高台 107-60

130 107住No.38 土 小椀 9.8 5.0 2.6 口完、底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 107-59

131 107住No.86・NW 土 小椀 9.6 5.6 3.6 口完、底完 ロクロナデ、付高台 107-57

132 107住No.55 土 小椀 (10.0) (4.6) 2.8 口1/2、 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 107-58

133 107住No.74・Wベ ル ト 土 小椀 (10.2) (6.2) 3.9 口1/3、 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 107-62

134 107住No.42 土 小椀 9.3 5.0 3.0 口1/3、 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 107-61

135 107住No.68・Wベ ル ト 土 盤BII 10.3 口2/3、高台欠、底完 ロクロナデ、付高台 107-63

136 107住No.50 土 盤BII (5.8) 高台1/2 ロクロナデ、付高台 107-83 内面黒変

137 107住NW 土 盤BI? (7.8) 高台1/3 付高台 107-79 剥離

138 107住No.76『 土 盤BII (6.4) 高 台2/3 ロクロナデ、付高台 107-68

139 107住No.67・Wベ ル ト 土 盤BII (10.6) (7.6) 4.3 口1/8、 底2/3 ロクロナデ、付高台 107-69

140 107住SW 土 皿AI (15.6) (4.8) 3.1 口1/8、 底1/8 ロクロナデ、内面黒色処理、回転糸切 107-85 黒色A

141 107住No.88・NW 土 皿AI 16.7 7.8 4.1 口3/4、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-81

142 107住No.39 土 盤BI 15.8 8.3 5.1 口1/4、 高 台1/2 ロクロナデ、付高台 107-80

143 107住SW 土 盤A (20.8) 口2/3 ロクロナデ 107-87 高台欠

144 107住No.47 土 耳皿 4.7 口1/3、 底完 ロクロナデ、回転糸切 107-66

145 107住No.28 土
ミニ

チュア
3.9 2.6 2.2 口完、底完 ロクロナデ、回転糸切 107-65

146 107住NE 灰 椀 (9.8) (4.4) 2.8 口1/4、 底1/4 ロクロナデ、付高台、 底部ナデ 107-1

147 107住NE・NW 灰 段皿 (11.8) 口1/4 ロクロナデ 107-3

148 107住No.27 灰 椀 (7.2) 底完 ロクロナデ、付高台、底部回転糸切後ナデ 107-4

149 107住NW 灰 椀 (10.8) (5.8) 3.8 口1/8、 底1/3 ロクロナデ、付高台、底部ナデ 107-2 輪花椀(単位不明)

150 107住No.31 灰 瓶 (13.0) 底1/8
ロクロナデ、胴下半回転ヘラケズリ、付高台、

底部圧痕
107-5

-

151 107住No.56・SW 土 甕 11.7 底3/4 ロクロナデ、底部ナデ 107-89 内面黒変、被熱剥離

152 107住No.64・66・ カ
マ ド ・NE

土 羽釜 (28.0) 口1/6
口縁 ヨコナデ、(外面工具)ナ デ 内面ハケメ、
口唇面取 り

107-90 鍔全周

153 108住 土 皿AII (8.6) 口1/6 ロクロナデ 108-1

154 109住 検 土 杯AII (10.2) (6.0) 1.7 口1/7、 底1/4 ロクロナデ、回転糸切 109-1

155 109住 検 土 杯AIII (6.0) 底1/4 ロクロナデ、回転糸切 109-2

156 111住No.1 土 椀 (7.2) 底3/4 ロクロナデ、付高台、回転糸切 111-2

157 111住 カマ ド 土 盤BII (11.0) (5.4) (3.6) 口1/4、 底1/3 ロクロナデ、付高台 111-1

158 112住No.3 土 盤BII? (5.0) 底1/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切 112-3

159 112住No.4 土 杯AIII 4.3 底完 ロクロナデ、回転糸切 112-2

160 112住No.4・NE 土 杯? (5.4) 底3/4 ロクロナデ、回転糸切 112-1

161 112住No.6・7 土 羽釜 (26.6) 口1/6、 胴1/6
口縁 ヨコナデ、外面ハケメ状工具の横ナデ、
内面横ナデ、

112-4

162 110住 土 皿AII (9.8) 口1/6 ロクロナデ 110-5

163 110住 土 皿A (4.4) 底1/5 ロクロナデ、回転糸切 110-6

164 110住SW 土 椀 6.3 底1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切 110-1

165 110住No.3 須 杯 (8.2) 底1/4
ロクロナデ、付高台、底面回転ヘラケズリ・

回転糸切
110-4 混入品

166 110住 フク土 灰? 椀 (7.4) 底1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切 110-3 胎土須恵質

167 110住No.2 灰 椀 (9.0) 底1/3 ロクロナデ、付高台、回転ヘラケズリ 110-2

168 113住SW 土 杯AII (9.2) (4.0) (2.0) 口1/3、 底1/3 ロクロナデ、回転糸切 113-5

169 113住No.5 土 杯AII 10.0 4.5 2.15 口完、底完 ロクロナデ、回転糸切 113-7 口唇 タール付着

170 113住No.1 土 杯AII 9.8 4.9 2.3 口 ほぼ完、底完 ロクロナデ、回転糸切 113-8 口唇スス付着

171 113住No.2 土 杯AII 9.4 5.1 2.1 口完、底完 ロクロナデ、回転糸切 113-6 口唇 タール付着

172 113住No.14 土 杯AII 10.2 4.3 2.1 口3/4、 底完 ロクロナデ、回転糸切 113-4

173 113住No.4 土 盤BII? 9.0 口7/8、高台欠、底完 ロクロナデ、回転糸切 113-3 高台欠

174 113住 ベ ル ト 土 盤A (20.6) 口1/8 ロクロナデ 113-13

175 113住NE 土 杯 (12.0). 口1/6 ロクロナデ 113-12
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No. 出土地点 ・注記 種別 器形
口径

(cm)

底 径

(cm)

器高

(cm)
残 存 度 成形 ・調整 ・形態 の特徴 実測番号 備 考

176 113住 ベル ト 土 杯AIII (18.0)
}

口1/6 ロクロナデ 113-9

177 113住SW 土 杯AIII (13.2) (7.o) (3.8) 口1/6、 底1/4 ロクロナデ、回転糸切 113-15

178 113住 フ ク土 土 杯? (15.6) 口1/6 ロクロナデ 113-10

179 113住 フク土 土 盤? (14.4) 口1/6 ロクロナデ 113-11

180 113住No.3 土 杯AIII 14.2 7.3 3.9 口1/2、 底4/5 ロクロナデ、回転糸切 113-2 端部にスス付着

181 113住 ベル ト 土 杯AIII (15.2) (6.6) (4.0) 口1/12、 底1/2 ロクロナデ、回転糸切 113-14

182
113住No.6・7・8・

9・10・11・19・ ベ

ル ト ・SE

土 羽釜 (28.U) (12.4) 口1/8、 底4/5
口縁 ヨコナデ、内外面工具ナデ、下部 ケズリ、
底部ナデ

113-1 鍔4単位

183 113住 ベル ト 灰 椀 (6.9) 高 台1/9 ロクロナデ、付高台 113-17

184 113住No.18 灰 椀 (17.2) 口1/16 ロクロナデ 113-16

185 115住No.3 土 杯AII (8.6) (4.0) 1.5 口1/4、 底1/3 ロクロナデ、回転糸切 115-4

186 115住No.12 土 杯AII 9.4 4.6 2.2 口3/4、 底完 ロクロナデ、回転糸切 115-2

187 115住 カマ ド 土 杯AII (9.8) (4.0) 2.1 口1/4、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 115-1

188 115住No.12 土 杯AII 9.7 5.0 2.1 口1/2、 底完 ロクロナデ、回転糸切 115-7

189 115住No.9 土 盤BII (11.0) (5.0) 2.8 口1/2、 高 台1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切 115-5

190 115住No.7 土 椀 (14.8) (6.0) 4.2 口1/8、 高 台1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切 115-6

191 i15住No.4 土 杯AIII (15.4) (6.8) 3.3 口1/4、 底1/2 ロクロナデ、底部回転糸切後ハケメ 115-3

192 115住No.5 灰 椀 14.7 7.0 5.35 口完、底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 115-9

193 115住No.8 灰 椀 16.0 7.4 5.7 口3/5、 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 115-8 輪花椀、輪花5単位

194 B区116住 白 椀 (14.4) 口1/8 ロクロナデ 白116-2

195 116住No.4 白 椀 (16.8) 口1/10 ロクロナデ、体部外面回転ケズリ 白116-1

196 117住No.18・38 須 甕 頸部1/6 頸部ロクロナデ、胴部タタキメ、内面当て具痕 117-20 内面被熱で剥離

197 117住No.2 土 杯AII (9.4) (5.2) (1.4) 口1/3、 底1/3 ロクロナデ、回転糸切 117-8

198 117住No.34 土 杯AII 10.2 4.9 1.7 口完、底完 ロクロナデ、回転糸切 117-11

199 117住No.40 土 杯AII 9.3 5.0 1.85 口完、底完 ロクロナデ、回転糸切 117-13

200 117住No.43 土 杯AII 9.4 4.5 2.3. 口1/3、 底1/2 ロクロナデ、回転糸切 117-9

201 117住No.1 土 杯AII (8.9) 4.0 2.7 口1/6、 底完 ロクロナデ、回転糸切 117-10

202 117住No.26 土 杯AII 9.9 5.1 2.6 口5/8、 底完 ロクロナデ、回転糸切 117-12

203 117住No.5 土 杯AIII 13.0 6.2 3.8 口1/2、 底7/8 ロクロナデ、回転糸切 117-6

204 117住No.4 土 椀 14.8 6.8 5.5 口1/2、 底完
ロクロナデ、内面 ミガキ後黒色処理、付高台、

回転糸切
117-7 黒色A

205 117住No.ll 土 盤BII (10.0) (5.2) (2.7) 口1/2、 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 117-4

206 117住No.35 土 盤BII (9.8) (5.2) (3.1) 口1/5、 高台1/4、 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 117-2

207 117住No.7 灰 段皿 10.8 6.2 1.65 口完 、底 完 ロクロナデ、付高台、底部回転ヘラケズリ 117-16

208 117住No.29 灰 椀 (11.2) (6.8) (2.6) 口1/8、 底完 ロクロナデ、付高台、底部回転ケズリ 117-14 底面墨書?

209 117住No.24・33・36 灰 段皿 13.8 8.3 2.4 口ほぼ完 底ほぼ完
ロクロナデ施粕後ケズリ、付高台、底部回転

ケズ リ
117-17

210
101住 ベ ル ト ・102住

NW・117住No.13・20
灰 椀 14.8 7.2 5.8 口1/2、 底1/2 ロクロナデ、付高台、底部回転ヘラケズ リ 117-18 101・102住 と接 合

211
101住No.10、117住

No.31
灰 椀 (14.8) (7.s) (6.0) 口1/4、 底完 ロクロナデ、付高台、底部回転ヘラケズ リ 117-19 101住 と接合

212 117住No.23 灰 椀 (15.0) 口1/12、 底1/4 ロクロナデ、回転糸切 117-15 高台剥離

213 117住NW 土 耳皿 (s.g) 口1/4 ロクロナデ 117-5 高台剥離

214 117住No.19・SE・ ベ
ル ト

土 羽釜 (16.0) 口1/10、 鍔1/4
口縁ヨコナデ、胴部ナデ、内面上半ハケメ下
半ナデ

117-1 鍔全周

215 117住No.25・NE・SE 土 羽釜 (27.6) 口1/6 口縁ヨコナデ、外面縦ハケメ、 内面横ハケメ 117-3 鍔全周

216
117住No.1・15・21・

22・41、101住SE、

102住NW

土 羽釜 23.2 口2/3、 底2/3
口縁ヨコナデ、外面縦ハケメ、 内面横ハケ
メ ・板状工具ナデ ・底部ケズリ 117-21 胴部と底部接点なし101・102住と接合

217 118住No.20 土 杯AII (9.4) (5.2) 1.6 口1/5、 底 ほぼ完 ロクロナデ、回転糸切 118-4

218 118住No.21 土 皿AII 9.1 5.0 2.0 口3/4、 底完 ロクロナデ、回転糸切 118-5

219 118住No.6 土 杯AII 9.4 5.0 2.1 口3/4、 底完 ロクロナデ、回転糸切 118-6

220 118住No.19 土 盤BII (9.4) (5.6) 3.6 口1/4、 高 台1/2 ロクロナデ、付高台、回転糸切 118-7

221 118住No.17 土 盤B 5.8 底完 ロクロナデ、付高台 118-9

222 118住No.2 土 小椀 口1/3、 底5/6 ロクロナデ、付高台、回転糸切 118-8

223 118住No.7 灰 椀 (6.8) 高台ほぼ完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 118-3

224 118住No.2 土 鉢 (27.4) (16.0) 8.1 口1/4、 底2/3 ナデ指押え、体部下半ヘラケズリ、底部木葉底 118-10 外側面ヘラ記号、歪み

225 119住No.1 土 椀 (7.s) 高台1/3
ロクロナデ、内面 ミガキ後黒色処理、付高台、

回転糸切
119-2 黒色A摩 滅

226 119住 フ ク土 灰 椀 (15.0) 口1/8 ロクロナデ 119-1

227 120住No.4 土 杯AII 9.7 5.4 1.7 口5/6、 底完 ロクロナデ、回転糸切 120-4

228 120住No.13 土 杯AII (8.6) (4.0) 2.0 口1/6、 底1/2 ロクロナデ、回転糸切 120-5

229 120住No.1 土 盤BII (10.0) (6.2) 3.15 口!/10、 底 完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 120-3

230 120住No.14 灰 椀 (6.8) 底完 ロクロナデ、付高台 120-1

231 i20住No.3 土 椀 (14.8) 口1/20、 底2/3 ロクロナデ、底部ナデ 120-2 高台欠損
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232 建8P618 白 瓶? 7.3 底完 ロクロナデ、高台ケズリ出 し 白建8-1

233 P578 土 皿AII? (10.2) 口1/4 ロクロナデ 建10-1

234 P582No.1 土 皿AI (15.6) (6.0) 3.0 口1/6、 底1/4 ロクロナデ、回転糸切 建10-3

235 P582・ ピ ッ ト群2 灰 椀 (14.8) 口1/12 ロクロナデ 建10-2

236 竪No.1・2 土 羽釜? (25.0) 口1/8 外面縦の工具ナデ、内面横の工具ナデ、口縁
内面指頭圧痕

竪2-1 内外炭化物多量付着

237 B区 土坑65 土 皿AII (10.0) 口1/4 ロクロナデ 土65-2

238 B区 土坑65 須 長頸壷 (4.4) 胴完、高台1/2
ロクロナデ、肩部以下回転ヘラケズリ、付高

台、底部摩滅
土65-1

239 B区 土53土 坑土器No.1 白 皿 (10.0) 口1/8 ロクロナデ、外面下半回転ケズリ、見込部圏線 白土53-1

240 土坑70 白 椀 (11.7) 口1/12 ロクロナデ、体部外面回転ケズ リ 白土70-1

241 P616 土 皿? (3.8) 底完 ロクロナデ、回転糸切 P616-1

242 P509 土 杯AIII (14.6) (6.8) 口1/12、 底2/3 ロクロナデ、回転糸切 P509-1

243 ピッ ト群1検 灰 椀 (7.0) 底完 ロクロナデ、付高台、回転糸切 ピット群1 山茶椀?、 高台圧痕

244 11No.2・ フ ク土 灰 椀 底1/4 ロクロナデ、付高台、底部回転ヘラケズリ 溝11-1
高台破損後研磨再
使用

245 15No.1 土 小椀 (10.6) 口!/10、 高台欠、底完 ロクロナデ、回転糸切 溝i15-1

246 13No.4 土 甕 (12.4) 口1/5 口縁内外ヨコナデ 溝20-1 古墳中期

247 13No.9・14 土 杯 (13.3) (6.3) 3.95 口1/6、 底完
ロクロナデ、内面細かいミガキ後黒色処理、

底部手持ちケズリ
溝13-1 黒色A

248 13No.10 土 杯 12.5 6.0 4.1 口完 、底 完 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、回転糸切 溝13-6 黒色A、 墨書

249 13No.15・16 土 杯 13.0 6.2 3.75 口完 、底 完 ロクロナデ、内面ミガキ後黒色処理、回転糸切 溝13-4 黒色A

250 溝:13No.15 土 椀 (12.5) (6.9) 5.1 口1/12、 底 ほぼ完 ロクロナデ、付高台、底部ナデ 溝13-2

251 .13No.7 須 杯 13.8 5.6 3.85 口1/2、 底完 ロクロナデ、回転糸切 溝i13-3 軟質須恵器

252 13No.11 須 杯 (13.8) (8.4) 5.85 口1/4、 底1/4 ロクロナデ、付高台 溝13-8

253 13No.2 須 甕 (21.6) 口2/5 口縁 ヨコナデ、頸部外面縦ハケメ、胴部タタ
キメ、内面ナデ

溝13-9

254 {13No.12 須 長頸壷 (7.6) 肩1/3、 底1/2
ロクロナデ、外面下半部回転ヘラケズリ、付

高台、回転糸切
溝13-7

255 B区検出面 土 杯 (5.2) 底3/4 ロクロナデ、回転糸切 検 一1

256 A区 検出面 土 杯AIII (14.2) (6.2) 4.8 口1/20、 底 完 ロクロナデ、回転糸切 A検 一5

257 A区 検出面 灰 皿 (12.6) 口1/8 ロクロナデ A検 一2

258 A区 検出面 灰 椀 (14.2) 口1/8 ロクロナデ A検 一1

259 A区 検出面 灰 椀 (6.0) 底1/4 ロクロナデ、付高台、回転糸切 A検 一3

260 検出面 白 椀 (11.2) 口1/12 ロクロナデ、体部下半回転ヘラケズ リ 白検 一1

261 検出面 白 椀 (12.2) 口1/12 ロクロナデ 白検一2

262 A区 検出面 灰 椀 (7.0) 底1/3 ロクロナデ、付高台、回転糸切 A検 一4

263 B区 トレンチSE 灰 椀 (13.2) 口1/12 ロクロナデ トレ ンチ1

第6表 白磁一・覧表

No. 図No. 出 土 地 点 器 種 片数 部 位 等 備 考 注 記

1 不 97住 椀 1
、

体部上半小片 97住No.2白 磁

2 不 97住 椀 1 体部下半小片 97住No.4

3 不 99住 椀? 1 体部上半小片 99住No.10

4

18

99住

椀 IV類

1 口縁 玉 縁 。 被 熱 。No.6と 接 合 99住No.39

5 100住 5 口縁 ・体部 玉縁。見込圏線。被熱。4片 接合 100住

6 100住 2 体部下半 被 熱 。2片 接 合 。No.4と 接 合 。No.5と 同一 個 体 100住N

7 100住 2 口縁 玉 縁 。 被 熱 。No.5と 接 合 100住W

8 不 107住 椀 V類? 1 口縁部小片 強 く外反。 107住No.37

9 不 112住 椀? 1 体部下半小片 内面圏線 112住 フク土

10 194 116住 椀 II類 2 口縁 玉縁。2片 接合 116住

11 195 116住 椀 V類? 1 口縁 端反。 116住No.4

12 不 B区 南 東隅 トレンチ 椀? 1 体部上部小片 B南 東隅 トレンチ

13 232 建8P618 瓶類 1 底部完存 削り出し高台。底面露胎 建8P618白 磁

14 260 B区 検出面 椀? VIII類? 1 口縁 B検

15 261 A区 検出面 椀 IV類 1 口縁 玉縁 A検

16 不 A区 検出面 椀 1 体部下部小片 わずかに内面圏線 A検

17 不 B区検出面 瓶類 1 胴部破片 内面無粕 B検

18 239 土53 皿 1 口縁 見込削り出し圏線 土53土 器No.1

19 240 土70 椀 V類? 1 口縁部小片 端反、内面取 土70

20 不 ピッ ト群1 椀? 1 体部上部小片 ピ ッ ト群1No.17
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第7表 鉄器 ・鉄製品観察表

掲 載

No.

鉄 器

No.
器 種 出土地点

重 量

(g)
形状 ・形態 、残 存状況及 び計測値(mm)

1 1 刀 子 97住 91.56 2個 体が接着 もしくは1個体。

2 2 板状不明品 97住 15.31

3 ? 97住 5.28

4 ? 97住 1.86

5 ? 97住 0.73

3 6 板状不明品 97住 8.93

4 8 鎌 99住 37.58 折 れ曲がる。基部端欠損。

5 7 鎌 99住 15 折 れ曲がる。基部端欠損。

6 11 鎌 99住 21.93 基部端欠損。

7 10 苧 引 鉄 99住 21.37 完形 品。木 質残 存。

8 9 苧 引 鉄 99住 3.28 苧 引具 の端部 。片側欠損。

9 16 紡 錘 車 99住 15.03 輪部。 中央部 に軸孔。径50mm、 軸孔5mm、 厚 さ3mm

10 12 釘 99住 7.56 脚部欠損。

14 棒状不明品 99住 1.62 釘脚部か?

11 15 棒状不明品 99住 26.41 断面方形。一端 に特徴。

12 13 鉄 鐸 99住 9.3 完形 品。頭部 に穿孔。

13 22 板状不明品 100住 2.79 木質部残存か?

14 21 板状不明品 100住 3.9

15 18 刀 子 100住 13.99 茎部端欠損 。両 関。2類 。

16 19 刀 子 100住 36.76 茎部端欠損。棟 関。

17 17 苧 引 鉄 100住 21.3 完形品。一端 に木 質残存 。

18 20 不 明 品 100住 5.29 板状製品の中央に断面円形の棒状製品が打ち込んである。棒状製品の端部は止 めてある。

23 釘 100住 0.85

24 鉄 津 100住 20.57 塊状。

19 25 釘 101住 9.2 脚部欠損。 断面 円形。 断面径8mm

26 鉄 津 101住 135.9 塊状。気泡少。小石付着 。

27 棒状不明品 101住 1.56 断面円形。紡錘車軸部分か?

20 28 刀 子 102住 5.62 身部端、茎部端欠損。

29 板状不明品 102住 0.62

30 板状不明品 102住 0.5

31 板状不明品 102住 0.48

32 鉄 津 102住 21.45 塊状。

21 33 釘 104住 1.6 先端が丸 く折 り返 され ている。

22 34 鉄 錺i 104住 9.39 箆被部、茎部欠損。VII,類〔。

35 107住 (欠番)

23 70 棒状不明品 107住 1.32 断面方形。釘 の脚部か?曲 が る。

24 71 棒状不明品 107住 4.04 リング状。断面方形。

25 73 棒状不明品 107住 9.01 断面方形。懊か?

26 36 板状不明品 107住 2.19 やや湾曲す る。

27 80 棒状不明品 107住 4.08

41 釘 107住 1.31 頭部 欠。

28 81 鎖 107住 8.37 リング4個 繋 がる。 断面 円形。

43 釘 107住 頭部 欠。

44 釘 107住 1.31 頭部 。

45 釘 107住 頭部 。偏平 。叩 き潰 したか?

29 37 棒状不明品 107住 18.18 端部欠損 。U字 形。

30 39 釘 107住 4.35 完形 品。

48 釘 107住 1.97 脚部欠。

49 釘 107住 1.85 頭部欠。

31 46 釘 107住 5.22 脚部欠。

51 釘 107住 3.79 頭部欠。

52 鎖 107住 2.71 リング2個 繋が る。

32 40 釘 107住 3.42 完形品。

33 47 釘 107住 5.78 完形品。 やや曲がる。

55 鉄 津 107住 25.06 塊状。気泡少。

56 鉄 津 107住 71.25 椀形。気泡多。

57 鉄 津 107住 9.2 塊状。

58 鉄 津 107住 26.35 塊状。灰色 を呈す る。気泡多。

59 鉄 津 107住 5.62 塊状。

60 鉄 津 107住 16.85 塊状。気泡少。
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掲 載

No.

鉄 器

No.
器 種 出土地点

重 量

(g)
形状 ・形態、残存状況及 び計測値(mm)

61 鉄 津 107住 81.25 塊状 。気泡少。

62 鉄 津 107住 5.21

63 鉄 津 107住 2.18 塊状 。亀裂多。小石付 着。

34 50 釘 107住 4.45 頭部欠損。

35 42 釘 107住 7.26 完形品。

66 刀 子 107住 1.42 茎部欠損。

36 54 鉄 鐸 107住 20.48 片側欠損。鉄鐸?内 部 に棒状 品付着(舌 か?)。

37 64 鉄 鐸 107住 8.73 完形品。

69 107住 (欠番)

38 65 鉄 鐸 107住 13.11 完形品。

39 77 紡 錘 車 107住 11.68 輪部。中央部 に軸部僅 かに残 存。径43mm、 軸孔7mm、 厚 さ(中 心部)5mm

40 72 鉄 錺i 107住 12.76 身部端欠損。VI類 か?

41 68 刀 子 107住 2.14 茎部欠。

74 釘 107住 2.76 断面円形。脚部欠。

75 棒状不明品 107住 偏平。刀子か?

76 釘 107住 3.51 釘頭部?断 面円形。

42 67 刀 子 107住 7.71 茎部端欠損。刃側 に関。

78 釘 107住 3.54 脚部欠。

79 釘 107住 2.23

43 53 刀 子 107住 111.61 両関。茎部欠損。

44 38 鎌 107住 42.23 ほぼ完形品。着柄部端 欠損。IX類 か?

45 116 釘 溝11 6.72 脚部端欠損。 曲が る。

46 119 鉄 鐸 溝11 2.84 片側欠損。

47 120 苧 引 鉄 溝13 3.88 片側欠損。

48 82 釘 110住 6.05 両端欠損。

83 鉄 津 110住 9.47

49 84 鎌 112住 80.76 完形品。着柄部折 り返 しが通常 と逆向 き。VII類。

50 85 板状不明品 116住 14.07 やや湾 曲す る。

51 86 刀 子 116住 2.69 刃部 のみ残存。

52 87 鉄 錺i 117住 17.48 茎部 曲が る。茎部先端 欠損。VII,類。

88 釘 117住 0.75

89 釘 117住 1.34

90 釘 117住 1.59 頭部欠。

91 鉄 津 117住 6.64 塊状。

53 92 刀 子 118住 35.42 完形品。

93 刀 子 118住 1.78

94 120住 (欠番)

95 120住 (欠番)

96 鉄 津 120住 75.15 塊状。

97 鉄 津 120住 155.07 塊状。

98 鉄 津 120住 163.32 塊状。

54 99 鎌 120住 36.36 折 り曲げられ ている。 刃部先端 欠損。VII類。

55 101 棒状不明品 120住 7.09 曲が る。断面 円形。

56 100 刀 子 120住 5.27 刃部端、茎部端欠損。 刃側 に関。

102 棒状不明品 120住 3.81

103 不 明 品 120住 8.88

104 鉄 津 120住 77.68 塊状。

105 鉄 津 120住 125.65 塊状。

106 鉄 津 120住 56.89 塊状。

107 鉄 津 120住 28 塊状。

108 鉄 津 120住 44.25 塊状。

109 鉄 津 120住 66.08 塊状。

110 鉄 津 120住 25.02 塊状。

111 釘 A区 検出面 1.55

112 鉄 津 A区 検出面 8.57

113 不 明 品 B区東南隅 7.31 現代 のものか?

115 鉄 津 P578 107.35 椀形。気泡少。

117 釘 溝11 5.1

118 釘 溝11 2.27

121 筒状不明品 溝13 1.5

122 鉄 津 P591 35.98 塊状。

123 鉄 津 A区NEト レ 51.65 塊状。
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1節 炭化材 ・炭化物の樹種 について

森 義 直

1炭 化材 ・炭化物 の樹種

平 田本郷遺跡第3次 調査 で出土 し、73点 の取 り上 げ番号で まとめ られている数百点の炭化材、炭 化物及び

灰混 じりの焼土 について、実体顕微鏡 を用いての表面及 び断面の検鏡観察 を行 った。

結果 は第8表 に示 す とお りだが、サ ンプルのほ とん どは焼 失家屋 の第99号 住居吐か ら出土 してい る。 この

結果 をま とめてみ ると、95%以 上が コナ ラ材 であ り、 その他の材 は残 りの数%で あ る。落葉広葉樹 で は多い

順 に、 ケヤキ、カエデ、 ニレ、 ク リなどであ り、針葉樹で はモ ミ材 とみ られ るものが1種 類 のみで ある。

樹種 はあま りにもコナラに片寄 ってい るが、 これ らが即当時の植生 を表す もの とは言 えず、なん らかの理

由に よりコナ ラ材 を選択使用 している とみ られ る。しか し、これだけコナ ラ材 が多 く、また第107号 住 居吐 や

ピッ ト群1な どか らは炭窯 で焼 いたコナ ラ材 の堅炭が数個出土 している ことなどか ら、近 くの山林 にコナラ

林 が存在 していた ことを物語 っている。

松本盆地 は、11世 紀 になればアカマ ツが広 く分布 し、スギや ヒノキ もみ られ る。水 田化 の進行 と共 にハ ン

ノキ、 ヤナギ なども多 くな り、住居周辺か らは、ク リ、 クル ミな どが 出土す る。 また、モモ、ウメな どの炭

化材 や実 な どが出土す ることもある。第99号 住居吐 の炭化材 はコナラ材が多 く、 まだ多分 に弥生的 な樹種構

成 で はあるが、部材 の使用 に際 しては選択使用 も有 り得 ることを考慮 しなければな らない。

2平 田本郷遺跡第99号 住居吐 の炭化材 について

コナラ材 を主 とす る炭化材 の多 くは、炭化.__.歩手前 の ものが多 く、手 を触 れ るだけで粉々 になる もの もあ

り、組織が判然 としない もの もみ られた。不思議 な ことに丸太材 の中が空洞 となって焼 土が詰 まり、周 りの

み炭 として残 ってい るもの もい くつか存在 し、 なか には中心部分が.__.部ザ クザク した状 態で まだ残 っている

もの もある。

以上 の ことか ら、 これ らコナラ材の多 くは、焼 ける前 に既 に丸太材 の内部 は白蟻 などの害 を うけて空洞化

していた と推定 され る。 なかには虫孔 とみ られる ものが存在 する炭化材 もみ られる。

もし、 これ ら第99号 住居肚 の炭化材 が、家屋 の構造材や部材 な らば、焼失家屋で はな く、長 い こと廃屋 に

なっていたものを、故意 に焼却 した家 屋 とみなけれ ばならない。 したが って、大量の灰混 じり焼土 の中 に穀

類 な どの炭化物 が見 当た らない ことも肯定 で きる。

第8表 炭化材 ・炭化物樹種等一・覧

No. サ ン プ ル 名、 注 記 樹 種 等 備 考

1 平田本郷IIIA99住 炭No.1980219 コナラ片 焼失前に材は空洞化していた?

2 平田本郷IIIA99住 炭No.3980219 コナラ材

3 平田本郷IIIA99住 炭No.4980219 カエデ材

4 平田本郷IIIA99住 炭No.4980302 ヵエデ とコナ ラ材

5 平田本郷IIIA99住 炭No.5980219 コナラ材 腐材の炭化物 炭化前に空洞化

6 平田本郷IIIA99住 炭No.6980219 コナラ? 灰化ひどい

7 平田本郷IIIA99住 炭No.7980219 コナラ とカエデ? 微小 灰化のため困難

8 平田本郷IIIA99住 炭No.8980219 コナラ炭片のみ

9 平田本郷IIIA99住 炭No.10980219 コナラ材 灰 化が進み コナ ラのみ検出、灰中 に遺物 なし

10 平田本郷IIIA99住 炭No.10980302 コナラ材 焼失前に空洞化

11 平田本郷IIIA99住 炭No.ll980219 コナラ材

12 平田本郷IIIA99住 炭No.12980219 コナラ材
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No. サ ン プ ル 名 、 注 記 樹 種 等 備 考

13 平 田本 郷IIIA99住 炭No.13980219 コナラ材 コナラ炭片のみ 灰中に他の遺物見あたらず

14 平 田本郷IIIA99住 炭No.14980219 コナラ材 焼 ける前 に既 に空洞化。 白蟻 の害 とみ られる。

15 平 田本郷IIIA99住 炭No.15980219 コナラ材

16 平 田本郷IIIA99住 炭No.17980219 コナラ材 炭化前に腐材

17 平 田本 郷IIIA99住 炭No.18980219 すべて コナ ラ材

18 平 田本 郷IIIA99住 炭No.19980219 すべて コナラ材 灰中に遺物なし

19 平 田本 郷IIIA99住 炭No.20980219 コナ ラ材

20 平田本郷IIIA99住 炭No.21980219 すべて コナラ材

21 平田本郷IIIA99住 炭No.22980219 コナ ラ材 とその樹皮

22 平田本郷IIIA99住 炭No.23980219 コナ ラ材 灰化 している(少 ない方 の袋)

23 平田本郷IIIA99住 炭No.23980219 コナ ラ材 焼 ける前に空洞状 となっていた。(白 蟻の巣?)

24 平田本郷IIIA99住 炭No.24980219 コナ ラ材 焼 ける前に既 に空洞 となっていた とみ られる。(白 蟻か)

25 平田本郷IIIA99住 炭No.25980219 コナ ラ材

26 平田本郷IIIA99住 炭No.26980219 コナ ラ材 灰化激 しい。 クリの可能性 もあ り

27 平田本郷IIIA99住 炭No.27980219 ニ レ材

28 平田本郷IIIA99住 炭No.28980219 ニ レ、 ク ヌ ギ

29 平田本郷IIIA99住 炭No.29980219 すべ てコナラ材

30 平田本郷IIIA99住 炭No.30980219 コナラ材? 灰化のため不明

31 平 田本郷IIIA99住 炭No.31980219 コナラ材 空 洞化 してい る。 白蟻か?

32 平 田本郷IIIA99住 炭No.32980219 すべ てコナラ材

33 平 田本郷IIIA99住 炭No.33980219 コナラ材 灰化がひどい

34 平 田本郷IIIA99住 炭No.34980219 コナラ材 他になし

35 平 田本郷IIIA99住 炭No.35980219 コナラ材

36 平 田本郷IIIA99住 炭No.37980219 す べてコナラ材

37 平 田本郷IIIA99住 炭No.38980219 す べてコナラ材

38 平 田本郷IIIA99住 炭No.39980219 コ ナ ラ材 、 コナ ラ樹皮

39 平 田本郷IIIA99住 炭No.40980219 コナラ炭片 灰化ひどい

40 平 田本郷IIIA99住 炭No.41980219 コナラ材

41 平 田本 郷IIIA99住 炭No.42980219 コナラ材 灰化激し

42 平 田本郷IIIA99住 炭No.43980219 コナラ材

43 平 田本 郷IIIA99住 炭No.44980219 すべて コナラ材

44 平田本郷IIIA99住 炭No.45980219 コナラ材

45 平田本郷IIIA99住 炭No.46980219 モ ミ材

46 平田本郷IIIA99住 炭No.47980219 モ ミ材

47 平田本郷IIIA99住 炭No.48980219 モ ミ材

48 平田本郷IIIA99住 炭No.49980219 すべて コナ ラ材

49 平田本郷IIIA99住 炭No.50980219 すべて コナ ラ材

50 平田本郷IIIA99住 炭No.52980219 コナラ材

51 平田本郷IIIA99住 炭No.54980219 クリ材

52 平田本郷IIIA99住 炭No.55980219 コナ ラ材

53 平田本郷IIIA99住 炭No.56980219 ケヤキ材

54 平田本郷IIIA99住 炭No.57980219 ケヤキ材

55 平田本郷IIIA99住 炭No.58980219 コナ ラ材

56 平田本郷IIIA99住 炭No.59980219 コナ ラ材

57 平田本郷IIIA99住 炭No.60980302 すべて コナ ラ材

58 平田本郷IIIA99住 炭No.62980302 コナ ラ材? 炭化前 に腐 っている

59 平田本郷IIIA99住 炭No.64980302 すべて コナ ラ材

60 平田本郷IIIA99住 炭No.65980302 コナ ラ材

61 平田本郷IIIA99住 炭No.66980302 コナ ラ材

62 平 田本郷IIIA99住 炭No.67980302 コナ ラ材

63 平 田本郷IIIA99住 炭No.69980302 樹皮の炭化物 樹皮不明

64 平 田本郷IIIA99住980224 コナ ラ材

65 平 田本郷IIIA99住980225 コナ ラ材

66 平 田本郷IIIA107住NE980224 コナ ラ材 堅炭 として焼 いた もの

67 平 田本郷IIIA107住SE980216 コナ ラとその樹皮

68 平 田本郷IIIA107住NW980218 コナ ラ材 堅炭 として焼 いた もの

69 平 田本郷IIIA107住 フク土980217 コナ ラ材 堅炭 として焼 いた もの

70 平 田本郷IIIA112住980213 コナ ラ材

71 平 田本郷IIIAピ ッ ト群1P344980224 コナ ラ材

72 平 田本郷IIIB116住980227 炭化米サンプル 籾の状態

73 平 田本郷IIIB116住980227 炭化米サンプル 籾の状態
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II節 平田本郷遺跡の住居趾の年代 と住居構築材の樹種 について

パ リノ ・サーヴェイ株 式会社

はじめに

平田本郷遺跡 は、奈 良井 川右岸 の沖積低地 に立地す る、平安時代(10世 紀後半～11世 紀後半)の 集落 であ

る。竪穴住居吐 をはじめ として、掘立柱建物吐、土坑、溝 な どが、発掘調査 に よって検 出 されてい る。 その

うち、A地 区の99号 住居吐で は多量 の炭化材が検 出 され、いわゆる焼 失住居 と考 えられ ている。ただ し、炭化

材 の中には、芯の部分 に土 が詰 まった状況で検 出 された ものが あるため、害虫 な どを受 けた後 に____.括焼却 さ

れた可能性 もあると考 え られている。

今 回の自然科学分析調査 で は、 この遺構 の年代 に関す る情報 を得 るために、炭化材 の放射性炭素年代測定

を行 う。 また、用材 について情報 を得 るため に、炭化材 の樹種 同定 を行 う。

1試 料

試料 は、99号 住居吐か ら検 出されたIIIA99住 炭No.50、IIIA99住 炭No.23の2点 の炭化材で ある。

2分 析方法

(1)放 射性炭素年代測定

測定は、学習院大学放射性炭素年代測定研究室の協力を得た。なお、年代値の算出には、14Cの半減期 とし

て、LIBBYの 半減期5,570年 を使用している。

(2)樹 種同定

木口(横 断面)・柾目(放 射断面)・板目(接 線断面)の3断 面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査

型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3結 果

(1)放 射性炭素年代測定

測定結果を第9表 に示す。試料番号1は 古墳時代後期(7世 紀)、 試料番号2は 平安時代初頭頃(9世 紀)

にあたる。

第9表 放射性炭素年代測定結果

試料名 資料 樹種 年代値(1950年 よりの年数) CodeNo.

IIIA99住No.50 炭化材 クヌギ節 1340ｱ50y.B.P(A.D.610) GaK-20069

IIIA99住No.23 炭化材 クヌギ節 1110ｱ40y.B.P(A.D.840) GaK-20070

(2)樹 種 同定

炭化材 は、2点 ともコナ ラ属 コナラ亜属 クヌギ節 に同定 された。解剖学的特徴 な どを、以下 に記 す。

コナラ属 コナ ラ亜属 クヌギ節(Quercussubgen.Lepidoろalanussect .Cerris)ブ ナ科 環 孔材で孔

圏部 は1～2列 、孔圏外 で急激 に管径 を減 じたのち、漸減 しなが ら放射状 に配列す る。道管 は単穿 孔 を有 し、

壁孔 は交互状 に配列す る。放射組織 は同性 、単列、1～20細 胞高 の もの と複合放射組織 とが ある。
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4考 察

今 回 の放 射 性 炭 素 年代 測 定 結 果 か ら、 住 居構 築材 に は7～9世 紀 の もの が使 用 され て い る こ とに な る。 この

年代 は、 出土 遺 物 な どか ら想 定 され て い る住 居 の 年代 と、概 ね整 合 す る。 年代 が や や古 い の は、材 の樹 齢 や

古材 の再 利 用 な どが 原 因(東 村,1990)と し て考 え られ る。材 の放 射 性 炭 素 年代 は、 そ の樹 木 が切 り倒 され

た年代 で はな く、 測 定 した材 の組 織 が 形 成 され た 年代 を示 す か らで あ る。

炭化 材 は、 床 面 直 上 よ り もや や浮 い た状 態 で 出 土 して い る。99号 住 居 肚 で は、 この ほか に も住 居祉 の北 側

を中 心 に、大 量 の炭 化 材 が 出 土 して い る。 そ の出 土状 況 を見 る と、 炭 化 材 の軸 方 向 は、 多 くの場 合 住 居 の縁

辺 部 か ら中央 に 向 か っ てい る。 また 、炭 化 材 の中 に は、 表面 の み炭 化 し、 内 部 に土 壌 が 詰 ま って い る もの が

あ るが 、 これ は炭 化 が 充 分 で なか っ た め に、 内部 の生 木 の部 分 が埋 積 後 に土壌 化 した もの と考 え られ る。 以

上 の状 況 を考 慮 す れ ば、 出 土 した炭 化 材 は、 住 居 の火 災 時 に炭 化 した住 居構 築 材 の一 部 と考 え られ る。 特 に、

軸 方 向 が住 居縁 辺部 か ら中央 に向 か っ て い る炭 化 材 は、 垂 木 に 由来 す る と考 え られ る。

確 認 され た クヌ ギ節 は、 関 東 地 方 、 山梨 県、 長 野 県 佐 久盆 地周 辺 地 域 等 で行 わ れ た住 居 構 築材 の樹 種 同定

(千 野,1991;高 橋 ・植 木,1994;パ リ ノ ・サ ー ヴ ェ イ 株 式 会 社,1989a,1989b,1991,1994a,1994b)

で 、 最 も多 く確 認 され て い る種 類 の一 つ で あ る。 住 居 構 築 材 の用 材 に は、 周 辺地 域 の植 生 が 大 き く影 響 す る

と考 え られ て い る(高 橋 ・植 木,1994)。 こ れ まで の結 果 を考 慮 す れ ば、 ク ヌギ節 が入 手 可 能 な場 合 は、強 度

等 の面 か ら も選 択 して い た こ とが うか が え る。 今 回 の結 果 につ い て も、 当時 周辺 地 域 で ク ヌギ節 の木 材 が入

手 可 能 で あ り、 住 居構 築 材 と して選 択 して い た こ とが 推 定 され る。 今 後 本 住 居肚 の他 の炭 化 材 に つ い て も樹

種 同定 を行 い、 種類 構 成 な どに つ いて も明 らか に し、 当時 の用材 につ い て さ ら に検 討 した い。

引用文献
千野裕道(1983)縄 文時代のクリと集落周辺植生 一南関東地方を中心に一.東 京都埋蔵文化財センター研究論集,II,p.25-42.
千野裕道(1991)縄 文時代に二次林はあったか 一遺跡出土の植物性遺物からの検討一.東 京都埋蔵文化財センター研究論集,X,p.2!5-249.
東村武信(!990)改 訂 考古学と物理化学.212p.,学 生社
パリノ・サーヴェイ株式会社(1989a)広 畑遺跡出土炭化材の樹種同定.「広畑遺跡 一長野県北佐久郡御代町広畑遺跡発掘調査報告書一」,p.35-40,御
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小諸市関口A・関口B・下柏原遺跡発掘調査報告書一」,p.245-254,小 諸市教育委員会
パリノ・サーヴェイ株式会社(1994a)過 去の植物利用について.小 諸市埋蔵文化財発掘調査報告書第17集 「東下原・大下原・竹花・舟窪・大塚原 一

長野県小諸市東下原 ・大下原・竹花・舟窪・大塚原遺跡発掘調査報告書一」,p.613-624,小 諸市教育委員会.
パリノ・サーヴェイ株式会社(1994b)健 康村遺跡自然科学分析調査報告.「山梨県北巨摩郡長坂町 健康村遺跡 一(仮称)東 京都新宿区立区民健康村
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図版1炭 化材

1.コ ナ ラ 属 コナ ラ亜 属 ク ヌギ 節(A地 区99号 住 居 堤 炭No.50)

a:木 口,b:柾 目,c:板 目

200μm:a

200μm:b,c
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難繋 灘 髄 馨懇雛

1集 落 ・遺構の変遷

今回の平田本郷遺跡の発掘調査では、出土土器を器種 ・器形組成などの検討から3群 に大別 し(III章III節

1参 照)、各遺構の時期 もそれらをもって記述 した。第1群 は古墳時代中期、第2群 は平安時代前期、第3群

は平安時代後期に相当し、さらに第3群 は前半 と後半に細分 している。ここでは第1～3群 の各時期 ごとに

遺構やその分布について概観 したい。

古墳時代中期B区 南部の溝13下 層周辺から検出された溝20が 唯一一この時期の遺構 と推定できるものである。

遺構の記述(III章II節5)に あるとおり、溝13は この時期から平安時代前期 まで、流路 として断続的に活動

し浸食 と堆積を繰 り返してお り、初期の溝底が削られずに残ったのがx.20で 、そこに当時の土器廃棄の.__.部

が残存 していたと推定される。残念ながら、土器 を廃棄 した人々の集落吐の位置は特定できていない。ただ

し、「平田本郷遺跡の過去の調査」の項(II章II節2)で 述べたように、平成8年 度の試掘調査では流路の堆

積層中に当期の土器(第5図 に全点図化提示)が 多数廃棄されていた。 また、平成4年 度の第1次 調査の時

も、検出面か ら若干の当期の土師器が出土しており、本遺跡の範囲内や周辺に当期の集落が存在することは

間違いなかろう。

平安時代前期 溝11、溝13、 及び溝12の護岸状遺構が当期に属する。溝13は規模の大 きい洗路、溝12は それ

に対する水防的な遺構 と推定 している。溝11は 小規模な流路である。 この時期 は、溝;13の流路がまだ活発に

活動 していたと推定されており、その影響のためか、調査地内に住居吐や建物吐、土坑などの遺構は営まれ

ていない。しかし、当期の土器片は散見 されており、また溝13と 溝12の 関係から、本調査地に近接 した____.帯

に集落吐の存在が予測 される。それは東から北東方向であろうか。

平安時代後期 竪穴住居吐、建物肚、土坑 ・ピットのほとんどが当期に属す。溝13の活動が減退 して堆積が

すすみ、当期 には調査地.__.帯は安定した離水域になったため集落が形成 されたと推定する。溝13の 跡地には

細い流路や人為的な溝が残っているのみとなる。竪穴住居吐の規模 と密集状況か らみて、A区中央部が当期集

落の中心のひ とつであるとすることは問題なかろう。11世紀か ら12世紀の集落吐は中心部では非常 に遺構が

密集して重複 し、中心部か らわずでも外れると急激 に遺構分布が疎 となる状況は、市内の他遺跡でもい くつ

か認められてお り、本例はその典型的なものといえよう。遺構の分布 は調査区域外の全方向に続 くが、中核

地帯は東及び南に延びてい く可能性を認めたい。

竪穴住居 は隅丸の方形または長方形プランで、カマ ドはほとんどが北東隅に設 けられる。隅丸長方形プラ

ンの住居は長軸を大概東西にとっている。建物吐 は柱穴の掘 り方は20～40cmの 小ぶ りな円形で、7～9世 紀

のものとは様相が異なる。柱穴配置 も2問 ×2問 のような定まったものの他に、本数や間隔に規格性がない

が全体 として方形、長方形に柱穴が並ぶ ものもみられる。中世の建物吐 に通 じてい くありかただろう。A区北

部やB区 中央南部のように建物吐がまとまるものや、B区西部の竪穴住居吐 と建物吐がセットになっている如

くに捉えられるものも注目に値する。

2平 田本郷遺跡 と田川 ・奈良井川間の開発

現在、平田本郷遺跡 として捉えられる範囲は南北に700mと 細長いが、その北部での状況を端的に示すのが

第1次 調査の結果であり、9世 紀代 を中核 とする8世 紀初頭から11世紀初頭にかけての集落吐を検出した。

___.方
、今回の第3次 調査は11～12世 紀の集落吐 を検出し、本遺跡南部での様相を明示した。周辺遺跡の項(II

章II節1)で も述べたように、本遺跡以北1ホ弥生時代中期後半から連続 して開発が進み、特に7世 紀代には
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古墳時代 中期～後期

'

平安時代 前半

平安時代 後半

第10図 平田本郷遺跡第3次 調査 遺構変遷図
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大規模な集落を形成する。これに対 して、本遺跡以南 は8世 紀代以降か ら集落の進出が本格化する、いわば

後発地帯である。

この様な遺跡の立地 と開発の時期に影響を与えている大きな要因のひとつが本遺跡の西方を北流する奈良

井川である。特に本遺跡以北においてその影響は顕著 といえよう。奈良井川は芳川小屋地籍で右岸段丘が比

高差を失うと、その付近から度々決壊 して北東方向に洪水性の流れを押 し出している。今回調査のB区 や本遺

跡第1次 調査地点、試掘調査地点、あるいは遠 く離れた出川南遺跡第4次 調査地点でも、奈良井川の洪水の

痕跡が明瞭に残っていたのがその証拠である。洪水の時期は、出川南遺跡第4次 調査地点では7世 紀代の住

居吐群に先行するものとそれ らを破壊するものがあり、後者の洪水 はさらに10世紀以降の住居吐に切 られて

いた。本遺跡の今回調査では、洪水性の砂礫堆積や溝1がすべて住居肚(11～12世 紀)に 切 られており、溝13

や溝12の観察からは古墳時代か ら平安時代前半 まで断続的に水流があって、徐々に離水 していったことも推

測 されている。これらから奈良井川は古墳時代以前か ら芳川小屋地籍付近で切れて北東方向にい くつかの流

れを押 し出してお り、その傾向は平安時代前期(お そらく9世 紀代)ま で続いた と考えられる。中には恒常

的に近い流れが存在 していた可能性 もあろう。 しかし、平安時代後期にはなんらかの原因で これ らの流れが

弱まり、途絶えていったと考 えられる。この結果、今回調査地点のように決壊地点の近距離にも集落が営ま

れるようになり、それに対 して7世 紀代に爆発的に集落が増加した出川南遺跡など流れの下流地帯では、集

落立地の勢いが下火になったと想像する。

次に、本遺跡以南一帯の遺跡だが、 これまでに発掘調査が実施 されている小原遺跡(第3図13)、 高畑遺跡

(同14)、塩尻市吉田川西遺跡(同18)で みる限り、集落の初源は8世 紀代の前半～中葉(小 原遺跡 と吉田川

西遺跡ではわずかに7世 紀末の要素をみるが、集落出現の先駆 として捉えてお きたい。)である。終焉は小原

遺跡 と吉田川西遺跡では中世 まで下 り、高畑遺跡 は狭い調査面積のため不明確だが11世紀代までは下る。松

本市域の古代において、最 も遅 く集落の進出が始 まり、 しかしながら、その後は中世 まで連綿 と栄えた地域

といえよう。

3お わ りに

今回の発掘調査地点は従来判明していた平田本郷遺跡の南端部にあたり、事前の試掘調査により新たに遺

構の存在が確認 された場所である。.__.帯は沖積性の土層堆積に加えて以前か ら水田となってお り、発掘調査

は技術的には難 しいものとなったが、結果 としては古墳時代中期、平安時代前期、平安時代後期 という3つの

時代を確認 し、特に平安時代後期では竪穴住居吐 と掘立柱建物肚からなる集落吐を確認で きた。多数の出土

遺物を得たことも重要だが、 とりわけ第99号 住居吐出土の炭化材分析結果は興味深い。材は中心部 に虫害が

ある古材 との指摘や、それを傍証するかのように放射性炭素年代測定結果は住居廃棄年代の11～12世 紀 とは

200～400年 遡 る材の伐採年代を示した。内部未炭化腐食か、虫害か、焼失家屋か、古材焼却か、提起 される

問題は多 く、今後の調査研究の成果が問われよう。遺跡全体 としては奈良井川からの洪水性の流れが、時代

ごとに遺跡にどのような影響を与えていたかを探 る手がかりをい くつも掴めたことも大 きな成果 といって良

い。今後の周辺開発 においても、未発見の埋蔵文化財保護に対して何等かの指針となるであろう。

発掘調査の作業自体については、12月 から翌年3月 という、文字 どおり松本の厳冬期に行われ.、凍 りつ く

現場や遺物に追い討ちをかけるような1月15日 の百年ぶりという大雪で、一時は作業完遂は無理かとも思え

た日々であった。無事に終了で きたことを、担当者.__.同ただ感謝するのみである。

最後になりましたが、本調査に絶大なご理解 とご協力をいただいた、平田西土地区画整理組合、芳川土地

改良区の皆様、暖かいご援助 をいただいた芳川小学校、芳川公民館の皆様、調査のご指導ご助言 を下さった

皆様に満腔の謝意を表 して結びといたします。
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第97号住居趾 第98号住居趾

II焼 土

III灰 白色土

IV暗 灰色土

V灰 褐色土(炭 化物少量混入、鉄分少量沈殿)

98住遺物出土状況

97住遺物出土状況

図版1住 居趾(1)
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第99号住居趾

99住遺物出土状況 99住住炭化材 ・炭化物出土状況

第100号 住居趾 100住遺物出土状況

炭化物少量、鉄分多量混入)
II灰 褐色土(炭 化物多量混入)

図版2 住居趾(2)

46



第101号 住居趾

101住遺物出土状況

I

H

m

W

灰褐色土(炭 化物少量混入)

灰褐色土

灰褐色土(1層 より明るい)

灰灰色土(焼 土・炭化物多量混入)

ノ

第102号 住居趾

＼ 、 、 、 、

I

H

m

W

V

W

皿

灰褐色土(鉄 分混入)

灰褐色土(炭 化物多量混入)

灰褐色土(炭 化物少量混入)

灰褐色土(φ5cm大 の礫少量混入)

灰褐色土

灰褐色土(φ10cm大 の礫少量混入)

灰白色土

p2m
一

図版3住 居趾(3)

47



第103号 住居趾

第104号 住居趾
も虫

下層

1:灰 褐色土(φ5～20cm大 の礫多量混入)

II:灰 褐色土(φ5～20cm大 の礫 ・炭化物多量混入)

III:灰 褐色土(礫 少量混入)

図版4住 居趾(4)
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第106号 住居趾 第110号 住居趾

1:灰 褐色土(鉄 分斑に沈殿)

II:暗 灰褐色土(鉄 分 ・マンガン斑に沈殿)

III:暗灰褐色土(砂 質)

1:灰 褐色土(炭 化物少量、鉄分多量混入)

II:灰 褐色土(鉄 分少量混入)

第111号 住居趾

:灰褐色土(鉄 分斑に沈殿)

:灰褐色土(1層 より鉄分多量)

図版5住 居趾(5)
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第107号 住居趾遺物出土状況

図版6住 居趾(6)
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第107号 住居趾

1:灰 褐色土(φ5cm大 の礫 ・炭化物少量混入)

II:灰 褐色土(焼 土粒少量、炭化物多量混入)

III:灰褐色土

IV:灰 褐色土(焼 土塊 ・炭化物多量混入)

V:灰 褐色土(焼 土粒 ・炭化物粒多量混入)

VI:灰 白色土(炭 化物粒少量混入)

VII:灰褐色土(φ5cm大 の礫少量、焼土粒・炭化物粒多量混入)

冊

眠

x

刈

幻

灰褐色土(φ5～20cm大 の礫多量混入)

灰褐色土(炭 化物粒、φ10cm大の礫・焼土粒多量混入)

灰褐色土(炭 化物粒多量混入)

灰褐色土(砂 質)

灰褐色土(φ5～10cm大 の礫多量混入)

第112号 住居趾 112住遺物出土状況

図版7 住居趾(7)
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第113号 住居趾

ρq

113住遣物出土状況

第115号 住居 趾 115住遺物出土状況

1:灰 褐色土(鉄 分沈殿)

II:灰 褐色土

III:暗灰褐色土(焼 土・炭化物少量混入)

IV:灰 褐色土(炭 化物少量混入)

V:暗 灰褐色土

VI:暗 灰褐色土(焼 土粒 ・炭化物粒微量混入)

第114号 住居 趾 第121号 住居趾

1:灰 褐色土

II:灰 褐色土(茶 褐色土粒多量混入)

III:灰褐色土(茶 褐色土粒微量混入)

:灰褐色土

:灰褐色土(炭 化物少量混入)

図版8住 居 趾(8)
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第116号 住居趾 116住遺物出土状況

第117号 住居趾 117住遺物出土状況

図版9住 居趾(9)
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第118号 住居趾 118住遺物出土状況

119住遺物出土状況、上層 下層

第119号 住居 趾

第120号 住居 趾

//////////////////////////////////////.

120住遺物出土状況

図版10住 居趾qo)
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第2号 竪穴状遺構
第3号 竪穴状遺構

竪2遺 物出土状況

lil鱗 翻 職 入,

第7号 建物趾

第8号 建物趾

I
II:震慧亀圭(鉄分多量沈殿)

椴 艦(鉄 分沈殿)
III:灰褐色土(炭 化物粒微量混入)

図版11竪 穴状遺構 、建物 趾(1)
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図版12建 物趾(2)
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第13号 建物趾
∈i

第1号 柱列

図版13建 物趾(3)
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図版14土 坑
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図版15溝(1)
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図版is溝 ②
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図 版17溝(3)
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図版18土 器(1)
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第104号 住居趾(44～62)

第107号 住 居 趾(63～152)

図 版19土 器(2)

63



図 版20土 器(3)
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第110号 住 居 趾(162～167)

第113号 住 居 趾(168～184)

第115号 住 居 趾(185～193) 第116号 住 居 趾(194・195)

第117号 住 居 趾(196～216)

図版21土 器(4)

65



第118号 住 居 趾(217～224) 口

目

第2号 竪穴状遺構(236)

第8号 建物趾(232) 第10号 建物趾(233～235)

図版22 土器(5)
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図版23土 器(6)
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図版24鉄 器 ・鉄製品(1)
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図版25鉄 器 ・鉄製品(2)
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図版26鉄 器 ・鉄製品(3)、石器 、漆紙
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写真図版版

現地説明会風景(平 成10年3月14日)



写真図版1

A区 全景(南 から)

B区 全景(北 から)

B区 全景(東 か ら)



写真図版2

B区 全景(北 東から)

B区 全景(北 か ら)

B区 溝12(護 岸状遺構)



写真図版3

98住遺物出土状況 98住 完掘

99住遺物出土状況 99住遺物出土状況

99住遺物出土状況 99住遺物出土状況

99住遺物出土状況 99住遺物出土状況



写真図版4

99住炭化物出土状況 99住炭化物出土状況

99住炭化物出土状況 99住炭化物出土状況

99住炭化物出土状況 99住完掘

100住礫出土状況 100住 完掘



写真図版5

97住 全景 103住 全景

102住 全景 104住遺物出土状況

104住 カ マ ド 104住 完掘

101住 礫 出土状況 101住 完掘



写真図版6

106住 完掘 110住 全景

107住礫出土状況 107住 完掘

112住礫出土状況 112住 完掘

111住 完掘 114住 完掘



写真図版7

113住礫出土状況 113住 完掘

115住遺物出土状況 115住 完掘

116住 完掘 120住 全景

117住 礫 出土状 況 117住 完掘



写真図版8

第118住 遺物出土状況 第118住 完掘

第119住 礫出土状況 第119住 礫出土状況

第119住 完掘 竪穴状遺構3完 掘

竪穴状遺構2礫 出土状況 竪穴状遺構2完 掘



写真図版9

建物吐7完 掘 建物祉8完 掘

土坑53 土坑54

土坑65遺物出土状況 土坑65遺 物出土状況

溝11全 景(北 か ら) 溝11全 景(南 か ら)



写真図版10

溝13南 部礫出土状況

溝13・15・17(太 い 溝13か ら溝17が 分 岐 。 溝15が 切 る。)

洋毒13珂ヒ音区と{.19



写真図版11

溝12東 岸立 ち上 り

溝12西 岸立 ち上 り

溝12中 央流路堆稚



写真図版12



写真図版13



写真図版14



写真図版15



写真図版16



写真図版17



写真図版18



写真図版19



写真図版20
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